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み
ん
な
で
取
り
組
も
う

私
た
ち
の
ま
ち
松
戸
の
環
境
づ
く
り

近年、温暖化・酸性雨などの地球環境問題やごみの

大量廃棄・河川の水質汚濁などの都市生活型の環境問

題が大きな社会問題として関心が高まっています。

市ではこうした社会状況の中、将来の松戸市はどう

あるべきか、そして私たちは何をしなければならない

か、その方向を明らかにするとともに、市民のみなさ

んと事業者、行政が一体となって環境づくりを進める

ための指針として､｢ 松戸市環境計画｣ を策定しました。

その概要をお知らせします。

なお、計画書は、市役所( 環境管理課・行政資料セ

ンター)・図書館( 本館・分館) で閲覧できます。また、

市のホームページでも計画書の一部が見られますので

ご利用ください。

圜環境管理課125366-7336 番

｢松戸市環境計画｣を策定しました

●

め

ざ
す

ま
ち

の

姿

松
戸
市
環
境
計
画
は
、
平
成
1
0年

度
か
ら
平
成
3
2年
度
ま
で
の
二
十
三

年
間
を
計
画
期
間
と
し
、
松
戸
市
の

将
来
目
標
像
を
次
の
よ
う
に
掲
げ
ま

し
た
。

▼
人
と
生
き
も
の
が
共
存
し
て
い
る

ま
ち
▼
健
康
的
な
日
々
を
過
ご
す
た
め
の

環
境
が
整
っ
た
ま
ち

▼
地
球
の
環
境
に
や
さ
し

い
ま
ち

●

計

画

の

推

進

計

画
は
、「
め
ざ

す
ま
ち

の
姿

」
を

達

成
す

る
た

め
、

次

の
二

つ

の
視
点

を
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
行
政
主
体
の
計
画
で
は
な
く
、
市

民
や
事
業
者
の
方
々
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
　

一一
１

結
ん
で
推
進
し
て
い
く
　

曝

地
域
全
体
の
計
画
で
す
。

▼
取

り
組
み

の
成

果
を

評
価
し

、
見

直
し
で

き
る
機
能

を
持

っ
て

い
ま
す
。

●

市

が

実

施

し

て

い

く

こ

と

今

年
度

か
ら

次
の
事

業
を
行

っ
て

い
き
ま
す

。

▼
エ
コ
オ
フ
ィ
ス
計
画
を
策
定
し
、

市
内
の
事
業
者
に
対
し
て
環
境
配
慮

型

の
モ

デ
ル
事

業
所
と

な

る
よ
う
計

画

を
推
進

し
ま

す
。

▼
環
境
情
報
を
広
く
市
民
に
提
供
し
、

環

境
問
題

を
考
え

て

い
く
場

を
つ

く

り

ま
す

。

▼
生
き

も

の
の
調
査

を
行

い
、
生

き

も

の

の
視
点

か
ら
地

域

の
環

境
を

考

え

ま
す

。

こ

の
ほ

か
の
環
境

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る
事

業
に

つ

い
て

も
、
順

次

取

り
組

み
を

開
始
し

ま
す

。

●

市

民

の

み

な

さ

ん

に

で

き

る

こ

と「
め
ざ
す

ま
ち

の
姿
」

を
実
現

す

る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

ラ
イ

フ
ス

タ
イ
ル

を
環

境
に
配
慮

し

た
も

の
に

変
え

て

い
く
こ

と

が
必
要

で
す

。
ど
の
よ
う

な
こ

と

が
で
き

る
か
、

そ

の

。
例

を
紹

介
し

ま

す
。

▼
省
エ

ネ

・
省
資
源

を
心

掛
け

る

食
器

洗

い
や
洗

顔
時

は
、

蛇
口

の

開
け

放
し

を
や

め
ま
し

ょ
う

。
三
分

問
蛇
口
（
十
一
ミ
リ
管
）
を
開
け
放
し

に
す

る
と

約
五

十
四

び

（
一
升

瓶
三

十
本

分
）
の
水

が
無

駄
に

な
り
ま

す
。

▼
環

境
に
や

さ
し

い
商

品

を
買
う

エ
コ

マ

ー
ク

や
グ
リ

ー
ン

マ

ー
ク

の
付
い
た
商
品
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。環

境
に

や
さ
し

い

社
会

づ
く
り

の
た
め

に
も
、
環
境

に
配

慮

し
た

商
品

を
積

極
的

に
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

エコマークグリーンマーク

▼
リ

サ
イ
ク
ル

な
ど

を
心

掛
け

、
ご

み
を
減

ら
す

牛
乳

パ
ッ
ク

は
燃

や
せ

る

ご
み
と

し
て
出

さ
ず

、
資

源

ご
み
と
し

て

リ

サ
イ

ク
ル
し

ま
し

ょ
う

。

一
打

の
牛

乳

パ
ッ

ク
約

六

個
で

。
個

の
ト
イ

レ

ッ
ト

ペ

ー
パ

ー
が
で

き
ま
す

。

▼
地

域
環
境

づ

く
り
を
心

掛
け

る

ご
み

の
ポ
イ

捨
て

や
犬

の
飼

い
方

に

注
意
し

た
り

、
庭

や

ベ
ラ
ン

ダ
に

み
ど
り
を
増
や
す
な
ど
、
地
域
の
環

境

づ
く
り

に
貢

献
し

ま
し

ょ
う

。

※
出
典
：
環
境
庁
出
版
「
環
境
家
計
簿
」

市
で
は
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

の

三
者

の
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ

プ
に
よ

り

、「
め

ざ
す
ま

ち
の

姿
」
を
早
期

に

達
成
で
き
る
よ
う
計
画
を
推
進
し
て

い
き
ま

す
の
で

、
皆

さ

ん
の
ご

理
解

・
ご
協

力
を

お
願

い
し
ま

す

。

市
民
交
通
傷
害
保
険

「
一
日
一
円
・
年
額
三
百
六
十
円
」
で

交
通
事
故
を
保
障

一
日
一
円
の
保
険
」
で
お
な
じ

み
の
交
通

傷

害
保
険

の
受

け
付

け

が

９

月
１
日

㈹

か
ら

始
ま
り

ま
す

。
家

族
そ

ろ
っ
て
加

入
し

ま
し

ょ
う

。

加
入
で
き
る
人
：
市
内
に
居
住
し
、

住
民

登
録
ま

た
は
外

国
人

登
録

を
し

て

い
る
人

。
市

内

の
事
業

所

に
勤
務

し
て

い
る
人

保
険
料
：
二
人
一
口
に
限
り
、
年

額
三
百
六
十
円
（
中
途
加
入
は
月
割

り
三

十
円
）

平成10 年度市民交通傷害保険出張受付日程表

保
険

期
間
：
平

成
1
0年
1
0
月

１
日

～
平
成
1
1
年
９
月
3
0
日

対
象
と
な
る
事
故
：
自
動
車
‘
オ

ー
ト

バ
イ

・
自
転

車

・
電
車

な
ど

に

関
連

し
た
事

故
で

、
国
内

で
発

生

し

た
事

故

（
航
空
機

・
船
舶
事
故

は
除

く
）加
入

受
付

会
場
・：
保

険
料

を
持

っ

て
安

全
課

・
市

民
課

・
各

支
所
ま

た

は
出

張
受

付
会
場

（
左
表
）

へ

問
安
全
課
昔
3
6
6
・
7
3
4
1
番

期日 時間 会 場

9/4

＿ 午

９ 後

月　
１
８ 時

日30
叫 分
は　Ｓ
午 ３
前 時

10 30
時 分
Ｓ
午

高塚住宅管理事務所

7旧） 六実集会所

8 市立病院

9 大金平消防署・小金北市民センター

10困 あさひ幼稚園・五香公会堂

11窗 伊勢丹松戸店

14(月) 八ヶ崎会館

16㈲ 馬橋市民センター・馬橋東市民センター

17 ㈲ 松戸駅東西連絡通路

18 さかえ幼稚園

21側 小山集会所

22㈹
後
2
時

八柱市民センター・牧の原栴檀（せん

だん）幼稚園

24(㈲
U- ≪J

心

稔台市民センター

25 みどり幼稚園・明市民センター

2卵 ） 矢切幼稚園

29 松戸駅東西連絡通路

※雨天の場合､ 会場により中止する場合があります。

【
人
権
尊
重
都
市
宣
言
」
の

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
募
集

市
は
、
昨
年
末
に
策
定
し
た
総
合

計
画
で

「
人
権
尊
重
」
を
上
位
の
理

念
に
掲
げ
、「
市

民
の
だ
れ
も
が
、
か

け
が
え
の
な

い
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
地
域

社
会
」

を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
施
策

を
進
め
て

い
ま
す
。

「
世
界
人
権
宣
言
」
五
十
周
年
に

当
た

る
今
年

、
全
市
的
に
人
権
尊
重

の
理
念

を
広
め
る
た
め
、
市
議

会
と

協
力
し
な
が
ら
「
人
権

尊
重
都
市

宣

言
」
の
実
施
を
予

定
し
て

い
ま
す
が

、

そ
れ
に
伴
い
「
人
権
尊
重
都
市
宣

言
」

の
サ
ブ

タ
イ

ト
ル
を
募

集
し
ま
す
。

募

集
要

領

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人

賞
入
選
作

品
等

に
は
記
念
品

を

贈
呈
必
入

選
作
品
の
著
作
権
は
市

に
帰
属

し

ま

す

。
応

募
作

品

に

一
部

修

正

を
加

え
て

入

選
作

品

と

す

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

サ

ブ

タ

イ

ト

ル
以

外

の

応
募

は

無
効

と

し

ま

す

。

惠
９

月
1
8
日
面

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

左

記

の

「
人

権

尊

重

都

市

宣

言

」

を

参
考
に
し
て
、
「
人
権
尊
重
」
の
理
念

を
象

徴

す

る

親

し

み

や

す

い
サ

ブ

タ

イ

ト

ル

（
十

五

字

程

度

）

と

作

品

の

趣

旨

説

明

・

住

所

・
氏

名

・
年

齢

・

職
業
学
校
名
）
　
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
郵
送
（
ハ
ガ
キ
・
封
書
）

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
〒
2
7
1
－
8
5

8
8

松

戸

市

根

本

三

八
七

の

五
松

戸

市
役
所
市
民
相
談
室
人
権
担
当
（
登
3
6
6

・
7
3
1
9
｛
ｊ
１
Ｇ
Ｊ
番
、
際
3
6
6
・
2
7
0
7

番

）
へ

※
電

子

メ

ー
ル

で
の

応

募

も
可

。

詳

細

は

市

の

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

を

ご

覧

く

だ

さ

い

。

「人権尊重 都市宣言」

サブタイトル○○○○ ○○○

人 はすべて、かけがえのない平等 な存在 とし

て尊重 され､ 幸せに生きる権利 をも っています。

こ の人類普遍の原理である基本的人権 は、日

本国 憲法にも保障さ れ、人権 を擁 護する努力が

続けられてきました。

しかし、今もなお 、さまざまな人権問題が存

在しており、その解決 は国内 だけでなく世界的

な課題になってい ますＯ

私たちは、一人ひとりの個性 や生 き方が尊 重

され、差別や偏見 など による人権 侵害のない社

会の実現 をめざし て努力 します。

世界人権宣言50 周年にあ たり、私たちは、す

べてのひ とが安心 して暮らせるまち「ふるさと

松戸」 を築 くこと を誓い 、ここ に「人権尊重都

市」 を宣言 しま す。

平成10 年○ 月○ 日

松戸 市

人 口 と 世 帯　8 月1日現在

204J

164 ］

401

26  J

461,941人

233,996人

227,945人

177,338世帯

人口

男

女

世帯

主な内容

白井聖地公園の使用者を募集②

敬老祝金・千葉県高齢者祝品

を贈呈します　　　　　　　③

七都県市合同防災訓練・

千葉県会場訓練を実施

情報チャンネル

毎月5日･15日･25日発 行

No.978

受 付 開 始

9/1(火)から

8/25
1998



広報まつど1998 年(平成10年)8月25日

市営白井聖地公園

焼骨保有者(2 親等以内の焼骨を保有し、かつ埋火葬許可証の原本を
保有している人で､焼骨を5年以内に埋蔵できる人) には153 区画、焼
骨保有者以外の人には20区画を募集します。

[圜緑地管理課白井聖地公園係公366-7379 番

申

し

込

み

案

内

書

の

配

布

期
間
・
：
９
月
１
日
㈹
～
2
9
日
火
土

・
日

曜
日

、
祝

日

を
除
ぐ

）

会

場
・：
市

役
所
（
緑
地
管
理

課
ご

各

支
所

・
白

井
聖
地

公
園

管
理

事
務

所

・
白

井
町
役

場
　
　
　
　

”
－

申

し

込

み

受

け

付

け

日

時
・：
９

月
2
7日

㈲
～
2
9
日

叫

午
前
９

時
～

午
後

４
時

会

場

…
市
役

所

（
本
館

二

階
大
会

議
室
ご

白

井
聖
地
公

園
管
理

事

務
所

持
参

す

る
物
：
①

申

込
申
請

書
②

所
定
の
ハ
ガ
キ
（
切
手
を
張
っ
た
も

の
）
③
印

鑑

①

家
族
全
員

の
住

民
票

本
籍
・
世
帯
王
・
続
柄
が
記
載
さ
れ

て
い
て
、
平
成
1
0
年
９
月
１
日
以
降

に
発
行

さ

れ
た
も

の
）

※
土

・
日
曜

日
、

祝
日

は
住

民
票

の

交
付

を
行

っ
て

い
ま
せ

ん
。
ま

た

、

申
し
込
み
は
、
一
世
帯
一
区
画
に

限

り
ま
す

。

周辺は山に囲まれ、四季おりおりの風情があります

申
し

込
み
で

き

る
人
・：
松
戸
市

ま

た

は
白
井

町

に
一
年
以

上

居
住

（
平

成
９
年
９
月
2
6
日
ま
で
に
住
民
登
録
）

し

て

い
る
人
で

、
白

井
聖

地
公

園
を

使

用
し

て

い
な

い
人

※
重
複
し
て
申
し
込

ん
だ
場

合
に
は
。

す

べ
て

無
効

と
な
り

ま
す

。

抽

選日
時
…
1
0
月
1
2
ひ
月
、
普
通
墓
地

＝
午
前
1
0時
か
ら
、
芝
生
墓
地

＝
午

後
１
時
1
5分
か
ら

会
場
：
市
役
所
本
館
二
階
大
会
議

室※
抽
選
の
結
果
は
、
後
日
ハ
ガ
キ
で

も
通
知
し
ま
す
。

※
ご
来
場
の
際
は
、

駐
車
場
が
狭
い
の

で
電
車
・
バ
ス
等

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使

用

料

と

管

理

料

当
選

者

に
納
入
通

知
書

を
郵

送
し

ま

す

の
で
、

必
ず
期

限
内

に

お
支
払

い
く

だ

さ
い
。
支

払
方
法

は

一
括
払

い
で

す
。

納
入
期
限
・
：
1
1
月
９
日
月

※
期
限
内

ま
で

に
納
付

さ
れ

な

い
場

合

は
、
辞
退

し
た

も

の
と

み

な
し

、

当
選

無
効

と

な
り
ま

す

の
で

ご
注

意

く
だ

さ

い
。

使
用

料
・
管
理
料

種 別 向き

東向

区分 区画数

67

使用料 管理料

普通墓地

(5㈲)

143区画

焼骨
468,000 円

年額4,800円

※4年4ヵ月分の一括前

納額21,424円（消費

税含む）

※次回更新時からは５

年度分一括前納

※カロート代24,000円

一般 ５

西向
焼骨

十 般

－ 一一
焼骨

66

5
418,000 円

芝生墓地

(4m2)

30 区画

東向
10 368,000 円

(カロート代含む)一般 ５

西向
焼骨 10 328,000 円

(カロート代含む)一般 ５

使

用

許

可

証

の

交

付

日
時
・
：
1
!
月
湎
日
永
午
前
８
時
3
0

分
～
午

後

５
時

会
場
・：
市

役
所

本
館
二

階

大
会
議

室
使
用

許

可
日

…
1
2
月

１
日

閃

奈
本

人
ま

た
は
家

族
以
外

に

は
交
付

し

ま
せ

ん
。

自転車の駐車場

事業を進めます

1安全課Q366-7341 番

●

馬

橋

駅

周

辺

自

転

車

駐

車

場

（
定

期

使

用

）

の

公

開

抽

選

日
時
・
：
８
月
2
6
日
伽
午
後
－
時
～

３

時会

場
：
舟

橋
市
民

セ

ン
タ

ー

抽

選
方
法

…
コ
ン

ピ
ュ

ー

タ
に
よ

る
無
作
為

抽
選

※
当

日

、
当
選

者
名

を
会
場

に

掲

示

し

、
９

月
中

旬

に
抽
選
結

果

を
申

請

者
に
郵

送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す

。

育
児
援
助
を
行

い
た

い
人

（
提
供
会
員
）
を
募
集
し
ま
す

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

ー
セ
ン
タ
ー

育
児

の
援
助

を
行

い
た

い
人
と
育

児

の
援
助

を
受

け
た

い
人

か
ら
な

る

相
互
援
助
活
動
に
よ
る
会
員
組
織
「
ま

つ
ど

フ
ァ
ミ

リ

ー
・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ

ン

タ

ー
」

が
、
昨
年
1
0一
月

１
日
か
ら

活

動
を

開
始
し

多
く

の
人

に
利
用

さ

れ
て

い
ま
す

。

地
域
の
よ
り
身
近
な
人
同
士
で
お

子

さ

ん
を
預

け
た
り

、
預

か

っ
た
り

す

る
こ

と

が
で
き

る
よ
う

、
提
供
会

員

を
募

集
し
ま

す

。

提
供

会
員

は
育
児

援
助
活

動
に

理

解

と
熱

意

が
あ
り
健

康
な
市

内
在

住

の
人

で
、
特

に
資
格

は
必

要
あ
り
ま

せ
ん

。
入

会

に
際
し

、
人

会
説
明
会

お
よ

び
活
動

に
必
要

な
知

識

や
技
術

を
身
に

付
け

る
た

め
、
基

礎
研
修

会

（
下

表
）に
参
加

し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

入
会

説
明
会

は
利

用
会

員

・
提
供

会

員
共

に
、
毎

月
第

三
火

曜
日
午
後

３
時

か
ら
、
女

性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ
ど
（
本
町
一
四
の
一
〇
）
で
開
催

し

て

い
ま

す

。

惠

直
接

ま
た

は
電

話
で

、
ま

つ
ど
フ

ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ

ー
ト

ー
セ
ン

タ
ー

（
女
性

セ
ン

タ

ー
ゆ
う

ま

ど
内

）
昔
3
3
0

・
2
9
4
1

番

（
月
曜

～

土
曜
日

の

午
前

９
時

か
ら

午
後
５

時
）
へ

入会説明会および基礎研修会日程表

種別 日　時 会場 内　容

入
会
説
明
会

9/15Riり

午後3時～5胼

女性
セン
ター
ゆう
まつ
ど

援助活動の内容や時間・相

互援助組織・入会の手続き

等の説明

基礎
研修
会

9/19C±)

午前9時30分

～午後5時

相互援助活動の基本・交流

会 一事例研究会

●

自

転

車

駐

車
場

の

整
備

事

業

に

補

助

金

を

交
付

し

ま
す

通
勤
・
通
学
者

を
対
象
と
し
た
民

間
自
転
車
駐
車
場
　
　
　
　

⑤

の
新
設
、
増
設
　
　
　
　

丿
　
　
咾

降
ｆ

よ
び
改
修
に
係
い

秀

九
4
2

ｙ

事
業
（
鉄
道
事
業
　
　
　
　
　

戛
・

者
等
が
実
施
す
る

も
の
を
除
ぐ
）
に

要
す
る
経
費
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

補
助

対
象
要

件
・：
鉄
道

駅
か

ら

お

お
む
ね
三
百
メ
ー
ト
ル
以
内
ま
た
は

バ
ス

停
留
場

か
ら

お
お

む
ね
二

百

メ

ー
ト

ル
以
内

の
市
長

が
整

備
を

必
要

と
認

め
る
地

域
内

で
、
収

容
台

数

が

自
転

車
で

お
お
む

ね
五

十
台
以

上

の

事

業補
助

金
額
・：
建

築
工
事

費
等
で
市

が
認
め
る
経
費
の
約
三
分
の
一
　
上

限
一
千

万
円

）

９
月
１
日
㈹
か
ら
視
覚
障
害
者

と
そ
の
家

族
を
対
象
に
、
自
立
と

社
会
参
加
の
促
進
の
た
め
に
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

内
容
墨
相
談
②
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
③
歩
行
支
援
④
日
常
生
活
動
作

支
援
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
㈲
ス
ポ
ー
ツ

ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
　
対
象
市
内
在
住
で
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
視
覚

障
害
者
・
同
様
の
状
況
に
あ
る
者

お
よ
び
家
族
　
費
用
無
料

茴
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ

あ
い
2
2内
）

昔
3
8
3
‐・
7
1
1
1

番
日常生活動作の自立訓練をします

あ
な
た
の
健
康

子
宮
頚
が
ん
の
若
年
化

最
近
、
子
宮
頚
が
ん
患
者
の
平

均
年
齢
が
、
少
し
ず
つ
下
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
子
宮
頚
が
ん
に
か

か
り
や
す
い
年
代
が
五
十
歳
前
後

で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

あ
り
ま
せ

ん
が
、
二
十
歳
代
こ
三
十
歳
代
の

人
に
増
加
傾
向

が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

増
加

の
原
因
は

よ
く
分
か
ら
な

い
が子

宮
頚

が
ん
は
全

体
と

し
て
減

少
傾

向
に
あ

る

の
に
、
早

期

が
ん

の
割

合

が
増
え

て

い
ま
す

。
従

っ

て
治

癒
率

が
向
上
し

、
治

り

や
す

い

が
ん
の

一
つ
と

い
わ

れ
る
よ
う

に
な

っ
て

き
ま
し

た
。
こ

れ
は

、

早
期
発

見
技

術

の
進
歩

や
、
各

種

検
診

事
業

に
対
す

る
啓
発

な
ど

が

影

響
し
て

い
る
か
も
し

れ
ま
せ

ん
。

し

か
し
、

こ
こ
で

少

々
懸
念

さ

れ
て

い
る
こ

と

が
あ
り
ま

す
。
近

年
、

性
行
為

感
染

症
の

一
つ
と

も

い
わ

れ
て

い
る
ヒ
ト

パ

ピ
ロ

ー
マ

ウ
イ

ル
ス

が
、
子
宮

頚
部

の

が
ん

組
織

中
に
高

い
確
率

で
検

出
さ

れ

る
こ

と

が
明

ら
か

に
な
り

、
こ

の

ウ
イ

ル
ス

の
感
染

が
、

が
ん
発

生

の
引

き
金

に
な
る

と
考
え

ら

れ
る

よ
う

に
な
け

ま
し
た

。

今

、
わ

が
国
で

は
、

一
部
の
人

の
間

で
若

い
女

性

に
対
す

る
人
権

軽
視
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
こ
れ
が

ヒ
ト

パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ
イ
ル

ス
の
性

行

為

感
染

に
つ
な

が
り
、

こ
の
こ

と

が
子

宮
頚

が
ん

若
年
化

の
一
因

で
は

な

い
か
と
心
配

さ

れ
て

い
ま

す
。あ

る
ア

ン
ケ

ー
ト
調
査

を
見

る

と
、
金

品
と

引
き

換
え

に

一
緒

に

248

お
茶

を
飲

ん
だ

り

デ
ー
ト

の
経
験

を
持
つ
首
都
圏
の
女
子
高
生
は
五

％

近

く
も

い
た

と

い

い
、
さ
ら

に
、

多
く
の
現
代
女
子
高
生
は
故
意
に

作

ら
れ
た

マ
ス

コ
ミ

情
報
を

う

の

み

に
し

、
こ

れ
に
影

響

さ
れ

や
す

い

傾

向

が

あ

る

と

述
　
　

、。

べ

ら

れ

て
　
　

Ｊ

Ｗ
Ｗｙ

Ｗ

し
ヘ

い
ま
す

。

が

ん

検

診

を

受

け

ま

し

ょ

う

と
も

か
く
、

ヒ
ト

パ
ピ

ロ

ー
マ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
が
第
一
で
、

エ
イ

ズ
予

防
に

準
ず

る
方
法

が
良

い
で
し

ょ
う
。

次
に

、
早
期

発
見

が
大

切

に
な
り

ま
す

。
早
期

な
ら

一
〇

〇
％

治
る

の
で

す
。

年

に

一
度
は
子

宮

が
ん
検

診
を

受

け
ま
し

ょ
う

。
松
戸

市
で

は
二

十

歳
以
上

の
女

性
に
老

人
保

健
法

を
適

用
し

、
七
百

円
で

市
内

の
産

科

婦
人
科

の
診

療
所

や
病
院

で
検

診

が
受
け

ら

れ
る
よ
う

に
な

っ
て

い
ま
す
。
検
診
は
疼
痛
も
な
く
、

数
分

で
終

わ
り
ま

す

。
ま
た

、
老

人
保

健
法

を
適
用

し

な
く
て

も
、

妊

婦
検
診

の
際

な
ど
に

希
望

す
れ

ば
、

が
ん
の
検
査

は
で

き

る
の
で

す

。

（
松

戸

市
医

師

会
）

申込受付期間
9/27～2
9

墓地使用者を募集

視
覚
障
害
者
自
立
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト

交 通 機 関
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介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

介
護
保
険
準
備
室
登
3
6
6
・
7
3
7
0
番

運
営
主
体

と
加
入
者

介
護
保
険
制
度
の
運
営
主
体

（
保

険
者
）
は
、
松
戸
市
で
す
。
こ
の
介

護
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
市
内
在

住
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一
号

被
保
険
者
）
と
四
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
で
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
（
第
二
号
被

保
険
者
）
で
す
。

介

護

サ

ー

ビ

ス

を
利

用

で

き

る
人

第
一
号
被
保
険
者
は
、
寝
た
き
り
・

痴
ほ
う

な
ど
で

、
常

に
介
護

を
必
要

と
す

る
状

態

の
人

、
ま

た

は
常
時

の

介
護

は
必
要

な

い

が
家
事

や
身
支

度

等

の
日

常

生
活

に
支

援

が
必
要

な
状

態

の
人
で

す
。

第
二
号
被
保
険
者
は
、
初
老
期
痴

ほ
う

・
脳

血
管

疾
患

な
ど

の
加

齢

に

川井敏久

市長室・発
No.47

七都県市合同防災訓練

伴
う
特
定
疾
病
の
た
め
第
一
号
被
保

険
者
と
同
様
の
介
護
ま
た
は
支
援
が

必
要
な
人
で
す
。

利

用

者

負

担

介
護
保

険

の
サ

ー
ビ
ス

を
利
用

し

た
場
合
、
利
用
者
は
か
か
っ
た
費
用

の
一
割

を
負

担
し
ま

す
。

ま

た
、
施

設
入

所

の
場

合
、
食

費

は
医
療

保
険

と
同
様
の
利
用
者
負
担
が
あ
り
ま
す
。

な
お

、
負
担

が
高

額
に

な

る
と

き

に

は
、「
高

額

介
護

サ

ー
ビ
ス
費

」
が

支

給
さ

れ
ま

す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で

坂川の多目的護岸で行われた放水訓練

今
年

は
例
年
に
な
い
長
梅
雨
で

梅
雨
明
け
後
も
雨

の
日
が
多
く
、

農
作
物
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま

す

。そ
ん
な
中
、
８
月
１
日

「
松
戸

花
火
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
８
年
に
復
活
し
た
花
火
人
会

は
皆
さ
ん
の
間
に
も
定
着
し
、
去

の
流

れ
は

次
の
と

お
り

で
す

。

▼
本

人

や
家
族

な
ど

が
市

に

、
要

介

護
（
要
支
援
）
認
定
の
申
請
を
す
る
。

年

よ
り

二

万

人
多

い
三

十

五
万

人

の
人
出

が
あ

り
ま

し

た

。
好
天

に

も

恵

ま

れ
、

大

い
に

楽
し

ん
で

い

た

だ

け

た
と

思

い
ま

す

。

先
日
私
は
、
坂
川
の
多
目
的
護

岸

完

成

に
伴

い
行

わ

れ
た

放

水

式

に

出
席

し

て

き

ま
し

た

。

放

水
式

に

は

、
地
元

町

会

の
人

た

ち

や

関
係

者

の

ご
参
加

を

い
た

だ
き

、
女

性

防
火

ク
ラ

ブ

・
消

防

局

消

防

隊
に

よ

る
放

水
訓

練

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

多
目

的
護

岸

は
、

災
害

時

に

は

消

火

用

水

や
生
活

用

水
と

し

て

、

ま
た
、
普
段
は
市
民
の
皆
さ
ん
が

水

辺

に

親
し

ん

で

い
た

だ
け

る

身

近

な
施
設

と
し

て
利
用

で
き
ま

す
。

千

葉

県

と
松

戸

巾

が
共
同

で

建
設

し

、

今
回

完

成
し

た

栄
町

四
丁

目

・
新
松
戸

南
三
丁

目
地

先
の

ほ
か
、

敬老祝金・千葉県高齢者

祝品を贈呈します

圃ながいき課H366 ―7346番

今

後
二
ヵ

所

の
整
備

を

予
定

し

て

い
ま
す

。

こ

れ
か

ら
も

水

に
親

し

め

る
憩

い
の
場

を
整
備

・
提

供
し

、「
緑

花

清

流

の
ま

ち

づ
く
り

」

を

さ
ら

に

推

進
し

て

い
き

た

い
と

思

っ
て

い

ま

す

。

さ
て

今

年
も

、

防
災

訓

練
を

９

月

１
日

江

戸
川

河
川

敷

で
行

い
ま

す

。今
同

は

「
第

十

九
回

七

都
県

市

合
同

防
災

訓
練

・
千

葉

県
会

場

訓

練

」
と

し

て
、

十
七

年

ぶ
り

に
松

戸

で

開
催

さ

れ
ま

す

。
従

来

、
合

同

訓

練
と

言
え

ば
観
覧

型

で
し

た

が
、
千

葉

県
と

協

議

の
う
え

松

戸

市

の

意
見

も
取

り
入

れ
て

い
た

だ

き
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
参
加
で

き

る
市

民

参
加

型

の
訓

練

と
し

ま

し

た

。

敬

老

祝

金

平

成
1
0
年
度

中

（
平

成
1
0
年
４

月

１
日
～
平
成
1
1
年
３
月
3
1
日
）
に
満

七
十
七
歳
、
満
ハ
十
ハ
歳
、
満
九
十

九
歳
ま

た
は

満
百
歳

以
上

に
な
ら

れ

る
人
に

敬
意

を
表
し

、
敬

老
祝
金

を

お
贈
り

し
ま

す
。

対
象

お
よ
び

金
額
・：
平

成
1
0
年

４

月

１
日

現
在

、
松
戸

市

に
居
住

し
、

住
民
登

録

・
外

国
人

登
録

を
し

て

い

る
人

。
対
象

と
な

る
誕
生

日
お

よ

び

贈
呈
金

額
は

次
の
と

お
り

で
す

。

・
満
七
十
七
歳
（
喜
寿
）
大
正
1
0
年

４
月
２
日
～
大
正
1
1
年
４
月
１
日
生

ま
れ
）
　一
万
円

・
満

八
十

八
歳
（
米
寿

）（
明

治
4
3年

４
月

２
日
～

明
治
4
4
年

４
月
１

日
生

ま
れ
）

二
万

円

・
満
九
十
九
歳
白
寿
）
（
明
治
3
2
年

４
月
２
日
～
明
治
3
3
年
４
月
１
日
生

ま
れ

）
三
万

円

・
満

百
歳

（
明

治
3
2年

４
月

１
日
以

前

の
生
ま

れ
）
五
万

円

お

渡
し

方
法
・
：
９
月
1
4
日

菲
に

指

定
口

座
へ

振
込
み

ま

す
。

な

お
、
口

座
振

込

の
方
法

が
と

れ

な

い
人
に

は
、
別

途
通

知
し
ま

す

。

各

町

会

に
訓

練

へ

の
参
加

を

呼

び
掛

け

た

と
こ

ろ

、
予

定

の
人

数

を
超

え

る
人

勢

の

申
し

込
み

が
あ

り

ま
し

た

。
「
災

害
死

亡

者

ゼ
ロ
」

と

い
う

目

標

を
掲

げ

、
安
全

で

安

心

な
ま

ち

づ

く
り

を
目

指
し

て

い

る
私

に
と

っ
て

、

驚

き
と

と

も
に

市

民

の
関

心

の
高

さ

に
う

れ
し

く

思

い
ま

し

た

。

訓

練
は

、
市

内
各

地

域

の
町

会

や
会
場

周

辺

の
小

・
中

学

校

の
児

童

・
生
徒

、
県

内

外

か
ら

を
含

む

多

く

の
団

体

、

さ
ら

に

は
車
両

・

航

空

機
な

ど

が
参

加

す

る
大

規
模

な
も

の
と

な

り
ま

す

。

災
害

は

い
つ
起

こ

る

か
分

か
り

ま

せ

ん
。

日

ご

ろ
か
ら

、

い
ざ
と

い
う

と
き

に

備
え

て
定

期

的

に
訓

練

を
行

い
、

防
災

の
意

識
を

高

め

て

い
た
だ

き

た

い
と

思

い
ま

す

。

千

葉

県

高

齢

者

祝

品

「
敬

老

の
日

・
老

人

保
健

福
祉
週

間
」

に
合

わ
せ

、
高
齢

者
祝
品

を
お

贈

り
し

ま

す
。

対
象

者
・
：
大
正

６
年
1
2
月
3
1
日
以

前
に

生
ま

れ
た
人

（
平

成
1
0年
1
2
月

3
1日
ま

で

に
八
十

一
歳

以
上

に
な

る

人
）
で

、
平

成
1
0年

９
月
1
5
日

現
在

、

千
葉
県
に
居
住
す
る
人
（
た
だ
し
、

ね

た
き
ひ
老

人
見

舞
品

贈
呈

対
象

者

お
よ

び
老

人
福

祉
施
設

入
所

者
は

除

き
ま

す
）

贈

呈
品

…
食
事

ぞ

ろ
え

（
飯
茶

わ

ん
・
汁

わ
ん

・
敷
台

セ
ッ
ト

）

お
渡
し

方
法

…
９
月

５
日

出
～
1
5

日
冊

の
問

に

、
民
生
委

員

が
お
伺

い

し

お
渡
し

し
ま

す
。

昨年、百歳になられた安藤宇た乃さん

（写真中央）とご家族

今
年

の
夏

は
天
候
が
不
順
な
の

で
、
体
に
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
気
を
付

け
、
こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

映
り
て
は

消
え
し
川
面
や
夢
花
火

市
民

の
皆

さ

ん
の
声

を

直
接

お

聞

き
す

る
た

め

、
市

長

室
直

通

の

フ

ァ
ッ

ク
ス

を
設

置
し

て

い
ま
す

。

市
政

に

関
し

て

感
じ

て

い
る
こ

と

や
建
設

的

な

ご
意

見

を

お
寄

せ
く

だ

さ

い

（
７
月

末

現
在
四

百

九
十
六

件
受

信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
3
6
6
・
2
3
0
1
番

このまちに人権文化を

築くために

今
日

の
子

ど
も
の
問
題
と
し
て

、

い
じ

め
の
問

題
と
長

期
欠

席
児
童

・
生
徒

の
問
題

が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

そ
し
て

、
こ

れ
ら

の
問

題
は

、
子

ど
も
を
取
り
巻
く
社
会
や
家
庭
の

環
境

、

さ
ら
に

は
学
校

に
お

け
る

指
導
の
あ
り
方
な
ど
が
複
雑
に
絡

み
合

っ
て

生
じ
て

い
る
と
考
え

ら

れ
ま

す
。

い
じ

め
の
発

生
件
数

は
、

全
国

的

に
平

成

７

年

度

を

ピ

ー
ク

に

、

平

成
８

年

度
、
９

年

度
と
減

少
傾

向

に
あ
り

ま
す

。
し

か
し

、
把
握

で

き
な

い

い
じ

め

や
見
え

な

い
部

分

で
の

い
じ
め

が
大

き
な
問

題
と

な

っ
て

き
て

い
ま

す

。

平

成
６

年

、
文

部

省
は

い
じ
め

の
問
題

に
対
応

す

る
た
め

「

い
じ

め

対

策

緊
急

会

議

」

を

開
催

し

、

必
要

な
対

策

に
つ

い
て
話
し

合

い

ま

し
た

。
そ

の
結
果

、

い
じ
め

の

問

題
は

学
校

・
家
庭

・
社
会

が
総

合

的
に
取

り
組

む

べ
き
問

題
で

あ

る
と

の
提
言

を
受

け

て
、
平

成
７

年

度
か

ら

「
ス
ク

ー
ル

カ
ウ
ン

セ

ラ
ー
の
導
入
≒

い
じ

め
問
題
対

策

情

報
セ

ン
タ

ー
の
設

置
≒

教
育

相

談

員

の
設
置
」

な

ど

の
施

策
に
取

り

組
み

始
め

ま
し

た
。
ま

た
平

成

８
年
に
は
、
「
子
ど
も
の
立
場
に
立

っ
た
学
校
運

営
≒
開
か

れ
た
学
校
」

と
い
う
二
つ
の
改
善
の
視
点
も
示

し

て

い
ま
す

。

長
期

欠
席
児

童

・
生
徒

に

つ

い

て
は

、
病
気

や
そ

の
他

や
む

を
得

な

い
理

由
で

欠
席
す

る
の
で

は
な

く
、

登
校

を
渋

っ
て
欠
席

（
不

登

校
）

す

る
児

童

・
生
徒

数

が
年

々

増
加

の
傾
向

に
あ
り

ま
す

。

千
葉
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平

７

’ｉ
；

(国連の人権のロゴマー ク)

Ｎ ０ ．９

子どもの問題②( いじめと長期欠席)

問い合わせ

市民相談室人権担当R366 ―7319番

教育委員会企画調整室人権担当

C  366-7455 番

成
２

年

か
ら

「
学
校
不

適

応
問
題

協

議
会
」

を
設

置
し

て
、
不

登

校

児

童

・
生
徒
問

題

を
解
決

す
る

た

め
の
留
意
事
項
を
示
し
、
こ
れ
ら

の
児

童

・
生

徒

が
学
校
生

活
に

復

帰

で
き

る
よ

う
な

指
導

・
援
助

を

行
う
た
め
「
適
応
指
導
教
室
」
の

設

置
を

進
め

て
き
ま

し
た

。

ま
た

文
部

省
は

、
平

成
４
年

に

学
校

が
児
童

・
生

徒
に

と

っ
て

自

己

の
存

在
感

を
実

感
で

き
、
精

神

的
に
安

心
で

き

る
場
所

「
心

の
居

場
所
」

で

あ
る
こ

と
を

求
め

、
そ

の
後

い
じ

め
問
題

対
策

と
平
行

し

て

「

ス

ク

ー
ル

カ

ウ

ン
セ

ラ

ー
」

の
制
度

を
導

入
し

ま
し

た
。

市
も
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
少

年

セ
ン

タ

ー
の
電
話

相
談

や
来
所

相

談
、

教
育
研

究
所

の
不

登
校
児

童

・
生
徒

や
保

護

者
ど

の

相
談

、
援

護
課

の
電
話

児
童

相
談

な
ど
各

種

の
教
育

相
談

を
行

っ
て

い
る
ほ
か
、
市
独
自
に
「
ス
ク
ー

ル

カ

ウ
ン

セ

ラ
ー
」
を

導
入

し
て

い
ま

す
。

い
じ
め

や
不

登
校

は
簡

単
に
解

消
で

き

る
問
題

で
は

あ
り

ま
せ

ん

が
、
「
子

ど

も

の
立

場

に

立

っ

た

学
校

運
営
」
「
開
か

れ
た

学
校
」
を

基

本
姿
勢

と
し

て

、
児

童

・
生
徒

が
楽

し
く

生

き
生

き
と
し

た
学

校

生
活

を
送

れ

る
よ
う

に
、

一
人

ひ

と

り
を
大

切

に
し
た

温

か
い
人

間

関

係
を

築
ぐ
こ

と

に
よ

っ
て
、

ま

た

、
学

校
だ

け
で

は
な
く

、
日

ご

ろ
か
ら
家

庭

や
地
域

と
密

接
な

連

携
を
と

る
こ

と
に

よ
っ
て

、
こ

れ

ら

の
問
題

の
解
決

を
図

っ
て

い
き

た

い
と
考

え

て

い
ま

す

。

｝

１

１

１

第
四
回
　
介
護
保
険
制
度
の
概
要
に
つ
い
て

▼

市

の
職

員

な

ど

が

訪
問

し

、
「

歩

行

」
「
寝
返

り

」
「
排
せ

つ
」

等
の

身

体
状
況

お
よ
び

二
週

間
以
内

に

「
点

滴
」
「
透
析

」
等

を
受

け
た

か
な

ど
の

医

療
に

つ

い
て

の
調

査
を

し
ま

す
。

ま
た

。

か
か
り
つ

け
医

の
意

見
書

を

も
ら

い
ま

す
。

▼
市

の
介
護
認
定

審
査
会
に
お

い
て

、

訪

問
調

査
の
結

果
と

か

か
り
つ

け
医

の

意
見

に
基

づ
き

、
要

介

護
状

態

か

否

か
、

お
よ

び
そ
の

程
度

を
判

定
し

ま

す
。

▼
要
介
護
（
要
支
援
匸

認
定
を
受
け

る
と
、
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
て
介

護
支
援
の
専
門
員
が
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

▼
利
用

計
画
に

基
づ

き
、「
在

宅
介
護

サ

ー
ビ
ス

」
「
施
設

介
護

サ

ー
ビ

ス
」

を
総
合

的

に
利

用
し

て

く
だ

さ

い
。
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グ
ラ
ッ
・
と
き
た
と
き

と
つ
さ
の
判
断
が
で
き
ま
す
か

千
葉
県
北
西
部
を
震
源
域
と
す
る
直
下
型
地
震
の
発
生
を

想
定
し
た
「
第
十
九
回
七
都
県
市
合
同
防
災
訓
練
・
千
葉
県

会
場
訓
練
」
を
９
月
１
日
脚
、
江
戸
川
河
川
敷
（
古
ケ
崎
河

川
敷
ス
ポ
ー
ツ
広
場
）
で
行
い
ま
す
。

市
内
全
域
か
ら
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
・
協
力
委
員
を
は
じ

め
と
す
る
地
域
住
民
や
県
内
・
外
か
ら
広
域
的
な
応
援
訓
練

を
含
む
五
十
機
関
、
総
勢
五
千
人
が
参
加
し
、
三
十
四
項
目

の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
車
両
約
二
百
台
・
航
空
機
十

二
機
が
出
動
し
ま
す
。

今
回
の
訓
練
は
、
十
七
年
ぶ
り
に
松
戸
市
を
会
場
に
、
千

葉
県
と
松
戸
市
お
よ
び
封
千
葉
県
消
防
協
会
の
共
催
で
開
催

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

崑
防
災
対
策
室
･

　
-３
０
９
番

地震発生！そのとき…
〔地震に対する心構え10ヵ 条〕

会場図

七
都
県
市
合
同
訓
練
・
千
葉
県
会
場
訓
練

交通…松戸駅西口から京成バス「江戸川台行き」

で「古ヶ崎新田」下車、徒歩約５分

お 願 い

■の区域を交通規制します。会場内には、

訓練車両以外が入ることはできませんので、

見学の際は電車・バス・自転車等をご利用く

ださい。

交通規制期間

リハーサル…8月２５日(洵正午～午後５時

訓練当日…９月１日脚午前7時～午後２時

当日は、訓練用大型車両等の通行・航空機

の飛行に伴い、近隣の方々にご迷惑をお掛け

しますが、ご理解・ご協力をお願いします。

直下型地震で倒壊した家屋（平成7年の阪神・淡路大震災のつめ跡）六実中 央 公園）ヘリコプターや大型車両が出動して実践的な訓練を行います

住
民
、
小
・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒

が
参
加

す
る
訓

練

大

地
震

が
起

き
た

ら
ど

ん
な
行

動

を
取

れ

ば
よ

い
の
で
し

ょ
う

か

。
自

分

た
ち

の
街

を

自

ら
守

る
た

め

に

、

市

内

十
二

地
区

を
代
表

し
て

各
百

人

の
市

民
（
計
千

二
百

人
）
と
会

場
周

辺

の
児

童
・
生

徒
（
古

ケ
崎

・
旭
町

・
古

ケ
崎

南

の
各

小

学
校

と
古
ヶ

崎

・
旭

町

の
各

中

学

校

か

ら

計
千

六

百

人
）

が
参

加
し

て
訓

練
を
行

い
ま

す
。

※
荒
天

の
場
合

は
中
止

し
ま

す

。

※
当

日

の
一
般

参
加

は
で

き
ま
せ

ん

が
、
会

場
内

は
自

由
に
見

学
で

き

ま

す

。

①

情

報

収

集

、
伝

達

・
広

報

訓

練

地
震
発
生
直
後
、
地
域
の
被
害
情

報

の
収
集

や
広

報
活

動
を

、
住
民

が

自
主

的

に
自
転

車
を

利
用

し
て
行

い

ま

す
。

防
災
関
係
機
関
等
が

実
施
す
る
主
な
訓
練

①

応
急

救
護
所

設
置
・
運

営
訓
練

地
震
に
よ
る
負
傷
者
が
多
数
出
た

こ
と
を
想
定
し
て
、
市
は
応
急
救
護

所
を
設
置
し
、
松
戸
市
医
師
会

・
松

戸
歯
科
医
師
会
・
千
葉
県
接
骨
師
会

松
戸
支
部
な
ど
が
負
傷
者
へ
の
救
護

活
動
を
実
施
し
ま
す
。

②

高

層

建
物

で

の

救

出

・

救

護

訓

練半
壊
し
た
高
層
住
宅
内
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
住
民
を
、
市
消
防
局
の
特

殊
災
害
工
作
車
・
は
し
ご
車
等
で
救

出
し
ま
す
。
ま
た
、
屋
上
に
避
難
し

て
い
る
住
民
を
県
警
察
本
部
の
ヘ
リ

コ

プ
タ
ー
で
救
出
し
ま
す
。

③
水

難

救
出

・
救

護

訓

練

橋
り

ょ
う

・
道
路
の
損
壊
等
に
よ

り
江

戸
川
に
落
ち
た
人
の
捜
索
活
動

を
、
県
警
警
備
艇
・
市
消
防
局
水
難

救
助
艇
・
市
川
市
消
防
局
水
陸
両
用

車
等
が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
漂
流
者

を
航
空
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

救
出
し
ま
す
。

③あわてて外に飛び出さない

落下物の危険があるのでむやみに外へ

飛び出さない。避難するときは慌てずに

十分注意しましょう。

⑤正しい情報で､落ちついた行動をとる

うわさ話は信じない。ラジ オ等の報道、

防災関係機関のお知らせを理解して落ち

ついた行動をとる。

②

住

民

に

よ

る

救

出
や

初
期

消

火

訓

練

地
震
発
生
直
後
の
商
店
街
で
落
下

し
た
看
板
や
倒
れ
た
木

・
壊
れ
た
建

物
な
ど
で
、
多
数
の
負
傷
者
が
出
て

お
り
、
火
災
が
発
生
し
て
い
る
と
想

定
し
て
、
住
民
と
警
察
官
が
協
力
し

て
負
傷
者
の
救
出
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
消
火
器
・
水
バ
ケ
ツ
に
よ
る
消

火
活
動
も
行
い
ま
す
。

印 西 市）七都県市合同訓練（平成8年度

④
ラ

イ
フ

ラ

イ

ン

復
旧

訓

練

重
要
通
信
等
確
保
訓
練
・
電
力
復

旧
訓
練
・
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
復
旧
訓
練
・
都

市
ガ
ス
復
旧
訓
練
・
水
道
復
旧
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

千

葉

県

警

・
陸

上

自

衛

隊

・
航

空

自

衛

隊

・
海

上

自

衛

隊

・
埼

玉

県

・

茨

城

県

の

航

空

機

、

松

戸

市

と

の
協

定

に

基

づ

く

民

間

機

な

ど

十

二

機

が

訓

練

に

参

加

し

ま

す

。

①

重

傷

患

者

を

病

院

へ

航

空

搬

送

す

る

訓

練

お

よ

び

医

療

救

護

班

の

航

空

搬

送

訓

練

重
症
患
者
を
陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
、
市
立
病
院
に
隣
接
す

る

運

動

公

園

陸

上

競

技

場

（
臨

時

ヘ

リ

ポ

ー

ト

）

ま

で

搬

送

し

ま

す

。

ま

た

、

県

外

（
川

崎

市
）
の
医
療
救
護

班

が

ヘ

リ

コ

プ

タ
　
　
　
　
　

Ｊ

ー
で
駆
け
付
け

雀

医

療

・
救

護

活

動
　
　
　
　

一
………’
“̈
’

を

行

い

ま

す

。
　
　
　
　

『
ツ

⑥ブロック塀、がけなどに近寄らない

過去の地震では 、ブロック塀などの倒

壊により多数の人命を失った例があり ま

す。ブロック塀や石垣などの倒壊に注意

し狭い道、塀ぎわ、川ベリなど危険な場所

に近寄らないようにしましょう。

⑦扉を開けて、出口を確保する

建物がゆがんで出入り口が開かなくな

ることがあるので、ドアを開けて逃げ口

を確保します。特に中高層住宅では注意

しましょう。

－

』

‐

―

Ｉ

Ｉ

Ｅ

―

―

―

卜

③

避

難

誘
導

・
水

上

避

難

訓

練

市
の
避
難
勧
告
に
よ
り
、
参
加
住

民
、
児
童
・
生
徒
の
計
二
千
八
百
人

が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路
を
徒
歩
で
避

難
し
ま
す
。
ま
た
、
液
状
化
現
象
な

ど
で
孤
立
し
た
住
民
を
想
定
し
、
ボ

ー
ト
を
使
っ
た
避
難
訓
練
を
江
戸
川

で
行
い
ま
す
。

④
備

蓄

品

搬

送
と

避

難

所

設

置

・
運

営

訓

練

県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
備
蓄
倉
庫

か
ら
市
が
設
置
し
た
避
難
所
へ
、
物

資
が
搬
送
さ
れ
ま
す
。
市
と
住
民

・

児
童
・
生
徒
が
協
力
し
て
物
資
を
配

布
し
、
給
食
活
動
な
ど
の
避
難
所
運

営
に
当
。た
り
ま
す
。

⑤

被
災

車

両

か
ら

の

救

出

・

救

護

と

道

路

障

害

物

除
去

訓

練

住
民
が
協
力
し
て
、
道
路
の
通
行

を
妨
げ
て
い
る
被
災
車
両
の
排
除
を

行

い
ま
す
。
ま
た
、
が
れ
き
等
の
排

会場配置図
②

救

援

物

資
の

空
輸

訓

練

埼
玉
県
・
茨
城
県
・
陸
上
自
衛
隊

の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
か
ら
救
援
物
資
の

緊
急
輸
送
を
受
け
ま
す
。

③
水

利

の

航

空

搬
送

訓

練

陸
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

空
中
消
火
用
の
水
の
う
を
装
着
し
、

江
戸
川
の
水
を
搬
送
し
て
上
空
か
ら

の
消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。

⑧エレベーターは使用しない

ドアが開かなくなり中に閉じ込められ

てしまう危険性があるので使用しないよ

うにしましょう。乗っていたら直ちに各

階のボタンをすべて押しコ停止した階で

降りましょう。

除
や
被
災

車
両
に
閉

じ
込
め
ら

れ
た
人
を
救
出
し
、
応
急
救
護
所
に

運
び
ま
す
。

⑥
大

量
倒

壊

家

屋
や

土

砂
崩

れ

現

場

か

ら
の

救

出

・
救

護
訓

練

倒
壊
し

た
家
屋
に
閉
じ
込
め
ら
れ

た
負
傷
者
を
住
民
が
協
力
し
て
救
出

し
、
応
急
救
護
所
に
運
び
ま
す
。

⑦

救
援

物

資

の

搬

送

と

集

積

所

の

設
置

・
運

営

訓

練

災
害
時
の
各
種

協
定
等
に
基

づ

き
、
搬
送
さ
れ
て
く
る
救
援
物
資
の

受
け
入
れ
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、

避
難
所
へ
物
資
を
配
布
し
ま
す
。

⑧

住

民
と

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

に

よ

る

初
期

対

応

等

訓

練

災
害
発
生
時
の
初
期
対
応
訓
練
と

し

て
、
応
急

処
置

訓
練

・
消
火

訓

練
・
仮
設
ト
イ
レ
設
置
訓
練
・
水
防

活
動
訓
練
・
炊
き
出
し
と
非
常
食
配

布
訓
練
を
行

い
ま
す
。

大宮市と防災研究協定を締結（平成8年）

自

宅

の

健

康

診

断

９
月

９
日

水
午
前
1
0
時

～
午
後

４

時
会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

内

容

木
造
住
宅

の
耐
震

診
断

・
補

強

方
法
の
相
談
費
用
無
料

を
自
宅
の
平
面
図
（
間
取
り
図
）
等
を

必

ず

ご
持

参
く

だ
さ

い
。

※
次

回
は
本

庁

・
矢
切

・
東
部

地
区

を

予
定
し

て

い
ま
す

。

圃

電

話
で
建

築
指
導
課

構
造

設
備
係

昔
3
6
6
・
7
3
6
8

番

へ

建

築

物

防

災

週

間

中

、

防

災

査

察

を

行

い

ま

す

８
月
3
0
日
㈲
～
９
月
５
口
出
は
建

築
物

防
災

週
間
で

す
。

期
間
中

、
市

で
は
病
院
・
デ
パ
ー
ト
・
ホ
テ
ル
・

学
校
等

の
特

殊
建
築
物
を
対
象
に
、
防

災
査

察

や
建
築
物

の
窓

ガ
ラ

ス

・
外

壁
等

の
落
下

物
調
査
を
行

い
ま
す

。

安

全
な
街

づ
く

り

の
た
め

、
皆

さ

ん

の

ご
協

力
を

お
願

い
し
ま

す
。

崑
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係
登
3
6
6
・

7
3
6
8

番

「
み
ん
な
が
写
し
た
2
1
世
紀
の
森

と

広
場

写

真

展

」

の

作

品

を

募

集
し

ま
す

募
集
内
容

自
然
や
人
々

の
ふ
れ
あ
い

を
テ
ー
マ
と

し
、
2
1世
紀

の
森
と
広
場

で
撮
影
さ
れ

た
Ｌ
サ
イ

ズ

公園内｢みどりの里｣のかかし

以
上
、
四
つ
切
り
ま
で
の
写
真
一

人
二

点
ま

で
と
し

、
Ｌ

サ

イ
ズ

は
四

枚
で

一
点

扱

い
と
す

る
）
　

展
示

期

間
1
0月

２
日

蚩
～
1
7
日
山

※
応

募
用

紙

は
2
1世

紀
の
森

と
広

場

管

理
事

務
所

・
各

支
所

で
配
布

し

て

い
ま

す
。

匣
９
月
１
日
㈹
～
1
0
日
困
〔
必
着
〕
で
、

応

募

用

紙

に

必

要

事

項

を

記

人

し

て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
〒
2
7
0
-
2

2
5
2
松
戸
市
市
駄
堀
二
六
九
2
1
世

紀

の
森

と

広

場

管

理

事

務

所

（
公

3
4
5
・
8
9
0
0

番

）

へ

乳

幼

児

の
通

院

や

入

院
の

場

合

に

、

医
療

費

を

助

成

し

ま
す

対
象
三
歳
未
満
児
の
通
院
医
療
と
　

請
時
に
必
要
。
二
回
目
以
降
は
、
④

小
学
校
未
就
学
児
の
入
院
医
療
（
た
だ
　

⑤
⑥
は
課
税
状
況
等
の
変
更
が
あ
る

し
、
1
0
年
３
月
診
療
分
ま
で
は
、
0
歳
　
と
き
の
み
提
出
）
　
申
請
の
単
位
診

児
の
入
・
通
院
と
、
一
歳
か
ら
未
就
　

療
を
受
け
た
翌
月
以
降
に
、
最
低
一

学
児
の
七
日
間
以
上
の
入
院
医
療
に
　
力
月
分
以
上
を
ま
と
め
て
申
請
し
て

限
る
）
　
対
象
医
療
費
健
康
保
険
適
　
く
だ
さ
い
（
最
長
一
年
分
を
一
括
し

用
の
医
療
費
（
乳
児
健
診
の
費
用
・
　

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
申

薬
剤
の
容
器
代
等
の
健
康
保
険
適
用
　

請
の
有
効
期
間
医
療
費
の
請
求
日
か

外
の
医
療
費
は
対
象
外
）
　
支
部
額
　
ら
二
年
以
内
申
請
場
所
中
央
保
健

―
医
療
費
の
実
負
担
額
（
支
払
額
か
　

セ
ン
タ
ー
・
小

金
保
健
セ
ン
タ
ー
・

ら
高
額
療
養
費
等
の
法
定
給
付
お
よ
　

常
盤
平
保
健
セ
ン
タ
ー
と
各
支
所

び
付
加
給
付
額
等
、
保
険
者
か
ら
償
　

※
各
保
健
セ
ン
タ
ー
や
市
民
健
康
相

還
さ
れ
る
額
を
控
除
し
た
額
）
か
ら
、
　

談
室
で
案
内
書
を
配
布
し
て
い
ま

保
護
者
の
所
得
税
額
に
応
じ
た
自
己
　
　
す
。

負
担
額
を
控
除
し
た
額

申
請
に
必
　

ぶ
助
成
金
を
受
け
取
る
銀
行
口
座
が

要
な
書
類
①
申
請
書
（
申
請
時
に
窓
　
　
申
請
者
と
受
領
者
が
異
な
る
場
合

囗
で
配
布
）
②
医
療
費
の
領
収
書

⑤
　
　

は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。
今
ま
で

認
め
印
①
健
康
保
険
証
の
コ
ピ
ー
⑤
　
　

に
、
申
請
名
義
人
以
外
の
口
座
を

両
親
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
　
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
次
回

告
書
（
非
課
税
世
帯
は
市
民
税
非
課
　
　

の
申
請
ま
で
に
、
申
請
者
名
と
指

税
証
明
書
）
の
コ
ピ
ー
⑥
銀
行
の
預
　
　

定
口
座
名
義
人
が
同

。
と
な
る
よ

金
通
帳
の
コ
ピ
ー
（
申
請
名
義
人
と
　
　

う
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

同
一
名
義

の
も
の
）
⑦
市
が
発
行
し
　

懿
健
康
課
庶
務
係

昔
3
6
6
・
7
4
8
5

た
決
定
通
知
書
（
二
回
目
以
降
の
申
　
番

「
人

権

問

題

に

関

す

る

住

民

意

識

調

査

報

告

書

」

の

概

要

版

を

無

料

で

配

布

し

て

い

ま

す

広
報

ま

つ
ど
６
月
2
5
日

号
で

「
人

権
問
題

に
関

す

る
住

民
意

識
調
査

報

告
書
」

の
概
要

に

つ

い
て

お
知
ら

せ

し
ま
し

た

が
、『
報

告
書
』
を
短

く
と

り
ま

と
め
て

分
析
資

料

を
添
付
し

た

概
要
版

が
出

来
上

が
り
ま
し
た

の
で
、

配
布
し

ま

す
。

配

布
場
所

市
役
所
（
市

民
祖
談
室
・

行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
・
図

書

館

（
本

館

・
各

分
館

）

鵞

市
民

相
談
室

人
権

担
当

容
3
6
6
・
7

3
1
9

番

「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間
が
変

わ

り

ま

す
　
　
　
　
　

で
｀
‘゙
゜
゛
゛

防
災
行
政
用
無
線

局

で

放

送

し

て

い

る
　

．．‘Ｊ

’一
い
Ｉ
゛
爪

Ｊ”
‘ 一
ｔ
一

「

歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

、

９

月

１

日

内

～
1
0

月
3
1

日

出

の

問

、

午

後

５

時

に

な

り

ま

す

．

圜

防

災

対

策

室

昔
3
6
6

・
7
3
0
9

番

個

人

市

政

見

学

会

の

参

加

者

を

募

集

し

ま

す

市
民

の
皆

さ
ん

に
　
　

゛ 匸

卜

‘

市

政

を
身
近

に
感

じ
　

一

丁

４

て

い
た
だ
く

た
め

、
　

一

回

ｔ

個
人
対

象

の
市
政
見
　
　

。・口

’蜜

学
会

を
実
施

し
ま

す
。

９
月
８
日
閃
午
前
９
時
～
午
後
３

時
3
0分

（
雨

天
決
行

）
　

コ
ー

ス
市

役
所
正

面
玄

関
集

合
～

健
康

増
進

セ

ン
タ
ー
～
市
立
博
物
館
～
和
名
ケ
谷

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

ー
（
昼
食

お
よ

び

見
学

）
上

戸
定

か
丘
歴

史
公

園
～
市

役
所
で
解
散
定
員
先
着
十
六
人

持
ち

物
昼

食

（
食

堂
等

は
あ

り
ま
せ

ん
）
　

費
用

無
料

圃

電

話
で
広

報
課

昔
3
6
6
・
7
3
2
0

番

へ

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

８
月
3
1
日
丱
は
市
県
民
税
（
第
二

期
）

の
納

期
限

で
す

。
納

め
忘

れ
の

な

い
よ
う

に
お

願

い
し

ま
す

。

圃
収
納
課
管
理
係
酋
3
6
6
・
7
3
2
5
番

松
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
は
1
1
月
1
5
日
脚
で
す
。

黯
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
昔
3
6
6
・
7
3
8
6
番

平

成
1
0
年

度
の

松

戸

市

職

員
採

用

試

験

を
行

い

ま
す

受
付
期
間
９
月
１
日
内
～
1
1
日
次
　
2
0
日
㈱
午
前
９
時
3
0
分
か
ら
　
試
験

〔
土
・
日
曜
日
を
除
ぐ
〕
午
前
９
時
～
　
会
場
第
一
会
場
市
立
第
四
中
学
校
・

午
後
４
時
3
0
分
　
受
付
場
所
市
役
所
　
第
二
会
場
市
立
第
一
中
学
校

本
館
二
階
大
会
議
室
　
試
験
日
９
月
　

鬨
人
事
課
人
事
係
登
3
6
6
・
7
3
0
6
番※必要書類は本日から人事課で配布します。

５月に全戸配布した「生活カタロ

グ」には、市内の避難場所（防災マ

ップ）や家庭・地域でできる防災対

策を紹介しています。

９月１日の「防災の日」に非常持

ち出し品や避難方法の再確認をして

はいかがですか。

⑨隣近所で協力して消火や救護をする

出火した場合は初期消火に努め 、大火

災にならないように隣近所で協力して消

火に当たり ましょう。また、隣近所で声

を掛け合い 、いざというときには協力し

て救護( 人命救助など) に当たりましょう。

⑩避難は徒歩で、持ち物は最小限にする

車やオートバイは厳禁。緊急車両の妨

害にもなり災害救助]活動の遅延につながり

ます。非常持ち出し品はリュックに入れ

て背負い､両手を使えるようにし ましょう。

(平成7年度松戸市総合防災訓練

日時

9月1日（火）

9：30～11：50

I。二

ｙ

①まず、身を守る

机、テーブルの下などに避難し 、落下物

に注意します。余裕がない場合は、手近な

座布団で頭を保護しましょう。

②すばやく火の始末をする

無理な場合はまず身の安全を確保し 、

揺れの合間を見て火の始末をします。

④火が出たら、まず消火する

天井に燃え移る前ならば初期消失が可

能です。「火事だ 囗 と大声で隣近所に協

力を求め消火に努めましょう。

ご利用ください｢生活力タログ｣

職種・

試験区分

採用予

定人数
受 験 資 格

事
務
職

上 級 10

人程

度

※Ａの人

初 級 5人程度 ※Ｂ・Ｃの人

専

門

職

保健婦

各
若

干

名

昭和46年4 月２日以降に生まれた人で保健婦

の資格を有する人または平成11 年3 月31 日ま

でに保健婦の資格を取得見込みの人で、市内

の医療機関に勤めていない人

看護婦

(行政)

昭和46年4月２日以降に生まれた人で看護婦

の資格を有する人まかは平成11 年3 月31 日ま

でに看護婦の資格を取得見込みの人で、市内

の医療機関に勤めていない人

栄養士

※Ａ・Ｂの人で、栄養士の資格を有する人ま

たは平成11 年3月引日までに栄養士の資格を

取得する見込みの人

受験資
格

Ａ＝昭和46年4月２日から昭和52年4月１日までに生まれ

た人で、大学を卒業または平成10年度卒業見込みの人

Ｂ＝昭和48年4月２日から昭和54年4月１日までに生まれ

た人で、短期大学もしくは高等専門学校を卒業または

平成10年度卒業見込みの人

Ｃ＝昭和50年4月２日から昭和56年4月１日までに生まれ

た人で、高等学校を卒業または平成10 年度卒業見込

みの人

航
空
機
（
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
）

が
出
動

す
る
主
な
訓
練
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講
座
・
講
演

児

童

文

学

講

座
「

童

話

、・

昔

話

に

描

か

れ

た

母

子

関

係

の

意

味

」

９
月
2
4
日
閑
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女

性
セ

ン

タ
ー
ゆ
う
ま

つ

ど

内

容

母
性

愛

の
意
味

を
童

話
や
昔

話

は
ど

う
説

い
て

い
る
か
　

講

師
國

学

院
大
学
教
授
・
矢
吹
省
司
氏
定
員

六
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

氷
保

育
あ

り

（
二

歳
～

就
学
前

の
幼

児

十
五

人
ま
で

、
お
や

つ
代
百
円

）

圃

９
月
３
日

米
〔
必
着
〕
ま
で
に

、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番

号

（
保

育

希
望

は
、
幼
児

の
名

前

・
年
齢

、
保
育

の
抽

選

に
漏

れ
た

場
合

、
大

人

の
み

の
受

講
希

望

の
有

無
）

を
記
人

し
て

、
一
１‐
2
7
1
－
0
0
9

2
松

戸
市

松
戸
二

〇

六
〇

市
立
図

書

館

市
民
講

座
係
(
0
3
6
5・
5
1
1
5

番

）
へ
　
　
　
　

為

幻
ｌ
ｙ
Ｌ
にＩ

指

編
み

講

習

会

９
月
３
日
水
・
1
7日
水
、
午
前
1
0

時
～
正
午

会
場
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
　
対
象
障
害
者

と
六
十
五
歳
以
卜
の
人
定
員
先
着

三
十
人

費
用
無
料
（
教
材
費
実
費
）

巫

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
松
の

実
の
会
・
秋
元
昔
叫
3
6
2
・
6
4
7
5

番
へ

1
9
8
聖

徳

大
学

オ

ー
プ

ン

ア

カ

デ

９
月
４
日
吻
～
1
2月
1
8日
吻
　
内

容
「
世
界
の
ワ
イ
ン
の
基
礎
知
識
と

そ
の
味
わ
い
方
」
ほ
か
四
十
九
講
座

（
各
講
座
と
も
一
回
九
十
分
で
五
回

～
十
回
）
　
定
員
二
十
五
人
～
四
十

人
　
費
用
各
一
万
五
千
円
（
入
会
金

五
千
円

・
教
材
費
実
費
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を

鬩
聖
徳
大
学
ソ
ア
セ
ン
タ
ー
昔
3
6
5
・

1
1
1
1
内
線
3
2
3
1

～
５
番

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
演
会

９
月
８
日
㈹
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
東
松
戸
病
院
内
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
傾
聴

の
大
切
さ
と
ポ
イ
ン
ト
　
講
師
東
海

大
学
助
教
授
・
村
田
久
行
氏
定
員

先
着
三
十
人
費
用
無
料

圃
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医

療
室
登
3
9
1
・
5
5
0
0

番
へ

商

店

街

活

性
化

講

習
会

８
月
2
8日
脂
午
後
７
時
3
0分
か
ら

会
場
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
　
テ
ー
プ

大
店
法
廃
止
後
の
商
店
街
活
動
と
商

店
経
営

講
師
中
小
企
業
診
断
士
・

大
橋
唯
男
氏
対
象
市
内
の
商
店
経

営
者
費
用
無
料

麟
商
工
観
光
課
商
工
振
興
係
容
3
6
6
・

7
3
2
7
番

講座名 会場 内　容 日　時 定員 費用

初心者コー

ス

ヽ冫 四゙几 ｉ

一丶鯔 謬

パ

松プ
戸ン

ビ力
ルレ
ヂッ

Windows95 ・Excel

97の基本操作・イン
ターネットの概要な

ど

9/9R 午後1時

30分～4時30分

各
先
着
十
人

5,050円
(4,050円)

10/21≫午後5時
30分～8時30分

5,050円
(4,050円)

ホームペー

ジコース

効率的なホームペー

ジの作成方法など

9/9栄午後5時

30分～8時30分
5,100円
(4,100円)

10/21淤午後1時

30分～4時30分
5,100円
(4,100円)

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です

厘直接松戸商工会議所窓口(a364―3111番）へ

教室名 日　時 会　場 講　師 定員/費用

親
子で冒険！カヌ
ー体験(雨天決行)

9/12'㈹午後1時30 分～3時30 分・
13日午前10時～午後4時〔全2回〕

江戸川（三
郷有料橋下）

松戸カヌー協会
親子15 組/無
料

みんなで手話
9/27日午前10時～正午と10/3～24

の毎週土曜日〔全5回午後2時～4時

青少年会館

松戸市ろうあ協
会・遠藤奏廣氏

20人/無料

編んで作る私の二
ットバッグ

9/19 ～10/24 の毎週土曜日 ＜全

6回］　午後2時～4時
県
日本編物手芸

文化協会代表・
安達昌子氏

20人/2,000 円

フットサル（屋内
サッカー

9/26 ～10/24 の毎週土曜日 付全
5回〕　午後2時～4時

千葉県サッカー

協会フットサル
委員会

40人/無料

絵を楽しむ絵画教
室

9/26～12/5 (10/10･1・11/28
を除く毎週土曜日）と10/25･
11/15 の各日曜日〔全10 回〕

土曜日一午後2時～4 時
日曜日一午前10 時～正午

絵画指導者・西
田芳子氏

20人/1,000円

土で
つくろう～秋

の焼きものあそび
9/27 日)午前9時30 分～午後12 時
30 分

手作り玩具研究会
鈴木のぼる氏

12人/500 円

みて・ふれて・体
験～日本のおどり

－　一一 一一一一一‥9/26～10/24 (10/1Oを除く毎週

土曜日）・10/30廁〔全5回〕

土 曜日＝ 午後2 時30 分～4 時

金曜日＝午後5時30分～7時

日本舞踊家・金
崎二三子氏

15人/無料

親子で防災～災害

体験

9/26'㈹午後1時～5時(午後I時30
分に青少年会館を出発)

県西部防災
センター

県西部防災セン
ター

親子30 人/ 無
料

なつかしの味！お
焼きを作ろう

10/3R 午後2時～4時30 分
馬橋市民セ

ンター

松戸市消費者の

会・丸山清美氏

親子10組（20

人）/500 円

対

象
小

学
三
年

生
以
上

（
カ

ヌ
ー
教
室

は
小

・
中

学
生

と
保
護
者

）

圃
カ
ヌ
ー
教
室
＝
・
電
話
で
青
少
年
会
館
容
3
4
4
・
8
5
5
6
番
へ
（
先
着
順
）

そ
の
他
・
・
・
９
月
1
2
日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
ご
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電
話

番
号
・
学
校
名
・
学
年
・
希
望
教
室
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
0
0
3
5
松
戸
市
新
松
戸

南
二
の
二
青
少
年
会
館
へ
。
ま
た
は
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
直
接
窓
ロ
ヘ
（
一
教

室
に
つ
き
ハ
ガ
キ
一
枚
。
抽
選
）

ビ

デ

オ
編

集

無

料

講

座

①
初
級
＝
８
月
2
8
日
蚩
・
2
9
日
田

・
3
0
日
剛
②
中
級
１
８
月
2
9
日
圉
・

3
0
日
㈲
　
時
間
①
午
前
の
部
＝
午
前

1
0時
～
正
午
、
午
後
の
部

―
午
後
１

時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
昌
午
後
１
時
3
0

分
～
４
時
3
0
分
会
場
森
の
ホ
ー
ル

2
1情
報
セ
ン
タ
ー
　
定
員
①
各
回
三

人
②
各
回
一
人
（
各
先
着
順
）
　
内

容
オ
リ
ジ
ナ
ル
ビ
デ
オ
を
作
る
　
持

ち
物
自
分
で
撮
影
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
と
新
し

い
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

惠
８
月
2
5日
天
午
前
1
0時
か
ら
、
電

話
で
森
の
ホ
ー
ル
2
1情
報
セ
ン
タ
ー

容
3
8
4
・
5
0
5
0

番
へ

市民自主企画による成人講座「21 世紀の高齢
者のくらし」

開催日 内　容 講　師

9/14C月)
高齢者のくらしと誰もが知り
たいビックバン対策

対証券広報センター
理事・平井勝史氏

9/21㈲
介護保健制度～老いても安心し

て暮らせる制度づ< リのために

ＮＨＫ学園専任講師
大杉直行氏

10/5（月)
松戸市高齢者保健福祉計画
の推
進と展望

市民生局企画調整室
長

会場矢切公民館時間各午後1時30分～4時(講義と質疑)

定員先着30人　費用無料
兩電話で矢切公民館S368-1214 番へ

青
年

講
座
「
デ
ッ
サ
ン
を
楽
し

む
～
人
物
を
中
心
に
」

９
月
1
3
日
～
1
0
月
2
5
日
の
毎
週
日
　
定
員
先
着
二
十
人
費
用
千
円
（
教
材

曜
日
［
全
七
回
］
、
午
後
１
時
～
４
時
　
費
）

会
場
青
少
年
会
館
対
象
十
八
歳
以
上
　
惠
電
話
で
青
少
年
会
館
登
3
4
4
・
８
５

二
十
歳
未
満
の
人
講
師
西
田
芳
子
氏
　
５
６
番
へ

ス

ポ
ー
ツ

市

民

剣

道

大

会

９
月
2
0
日
㈲
午
前
９
時
4
0
分
か
ら

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
市
内

在
住

・
在
勤

・
在

学

の
人
　

種
目

個

人

・
団

体
（
五

人
戦
）
　
費
用

一
人
五

百

円
圃
９
月

６
日

剛
午

後
２

時

～
２

時
3
0

分
の
間
に
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室

で鵞
市

民

剣
道

大
会
事

務
局

・
西

岡
＆

沺
・
3
8
9
・
2
2
7
6
番

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

９

月
1
2日

～
1
2
月
1
2日

の
第
一
丁

四
土
曜
日
〔
全
七
回
〕
、
①
午
前
９
時

～
1
0
時
1
5
分
②
午
前
1
0
時
1
5
分
～
1
1

時
3
0
分
③
午
前
1
1
時
3
0
分
～
午
後
0

時
4
5
分

会
場

栗

ケ
沢
小

学
校

体
育

館
　
対
象
五
歳
児
～
小
学
四
年
生

定
員
各
先
着
ニ
十
人
　
費
用
四
千
円

（
保
険
料

を
含

む
）

痢
９
月
５
日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
　
・
学
年
・
希
望
時
間
・
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
－
0
0
2
1

松
戸
市
小
金
原
二
の
二
〇

の
二
四
千

葉
県
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
・
飯
島
徳
子

（
音
3
4
4
・
3
2
3
2
番
）
へ

家

庭

婦

人

卓
球

大

会

９
月
９
日
水
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
　
対
象
市
内
在

住
・
在
勤
の
女
性

内
容
ラ
ン
ク
別

抽
選
ダ
ブ
ル
ス
戦
費
用
一
人
六
百
円

兩
９
月
２
日
水
午
前
1
0時
か
ら
運
動

公
園
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会
議
で

醫
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟
・
石
川
ａ
3
6
8

・
6
2
5
5

番

フ
ロ
ー
レ
・
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

ス
ポ

ー
ツ

少

年

団

（
硬

式

）

９
月
～
1
1
月
の
毎
週
日
曜
日
、
午

前
８
時
～
1
0時

会
場
金
ヶ
作
公
園

庭
球
場
　
大
正
小
学
三
年
～
六
年
生

費
用
七
千
円
（
保
険
料
等
を
含
む
）

圃
８
月
3
0日
襾
午
前
８
時
～
1
0時
の

間
に
会
場
で

羆
谷
登
3
8
5
・
9
3
4
2
番

松
戸
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
テ
ク
ノ
2
1）
講
座

講　座　名 日　時 定員／費用

ワー
プロ
・パ
ソコ
ン教
室

ワープロ・パソコン・
ワープロ入門講座

①9/ 1 ㈹・2 團　 午後
②9/16  W・17困　 午前 各10人

6,000 円
Windows95 入門講座

①9/ 7剛・　8火　　午後
②9/24W ・25 銜　　午前

ワープロソフト
一太郎入門講座

9/19はｼ26（土）　　 土曜

各10人

12,000円
(10,000 円)

ワープロソフト
Word入門講座

9/17休卜18 窗　　　 ・21囲 ・22㈲　　　 午後

表計算ソフト

Lotus 1-2-3入門講座
9/ 8- 9m　　　午前
10ぐ冲う・11詣

表計算ソフト

エクセル入門講座
9/ 1固・2栄 一3㈲　午前

10人
10,000円
(8, 000円)

※午前=午前9時30分～午後O時30分、午後=午後1時30分～4時30分

土曜=午前9時30分～4時30分
マッキ
ントッ
シュパ
ソコン
教室

初心者入門講座 9/ 糾 ・4 銜　　 ・10W ・11㈹　　　午後 各5人
15,000円

一一一一

初級 講座 9/21 (B)・22固　　　 －
2卵)・29軟　　午前

※午前=午前9時30分～正午、午後=午後1時30分～4時

高齢者
向け講
座

ゆっくり楽し＜パソコン

教室（対象65歳以上）
9/24困 ・25衡
午後1時30 分～4 時

5人

7,000円

ス
ポ
ー
ツ
教
室

教室名 日　時 会　場 対象/定 員 費用

3歳児親子体操

9/5 ～10/31 の毎週土曜日

(10/10 を除く全8回)
午前10 時～11 時30分

運動公園小

体育室

平成7年4/2～9/30
生まれの幼児とその

親（先着30 組）

無

料
太極拳(陳式)

9/8～10/13 の毎週火 一木曜

日(9/15 を除＜全10回)
午後7時～8時30分

運動公園剣

道場
成人(先着30人)

女性サッカー

9/10 ～10/29 の毎週木曜日

(9/24、10/1り15を除く全
5回)午前10時～正午

運動公園陸

上競技場
成人女性(先着30人)

ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

教

室

： ※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。

： 兩松戸地域職業訓練センター（小金原1の19 の3S349-3200 番）窓口で受講
：料を添え、8月25日㈹午前9時から先着瞶順に受け付け。

圃電話または直接スポーツ課(運動公園内、登■363-9241番)へ

会　場 曜

日

時　間 期　間 費　用 問い合わせ

金ケ作公園庭球場

火 午後7時～9時 9月～11月 5,000 円
山岸Q388-8450 番

土

午前10時～正午

9月～12月

7,000円
日 吉田S388-6431 番

月

6,000 円 高橋Q343 ―0322:番
木 午後1時～3時

＿＿

栗 ケ沢 公園庭 球場 木
- 一一

午 前10 時 ～ 正 午

東部スポーツパーク 金 午前9時～11 時

金ヶ作公園庭球場
※対象は中学生

日 午前8時～10 時
7,000円
(保険料を含む) 中沢H342-7326番

圃各会場で（常時）

秋

季

ク
ラ

ブ

対

抗

ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

大
会

９
月
2
3
日
癆
午
前
８
時
3
0
分
受
け
　
国
際
ル
ー
ル
　
費
用
一
チ
ー
ム
六
千
円

付
け
、
午
前
９
時
開
始
会
場
栗
ケ
沢
　
惠
９
月
４
日
蚩
ま
で
に
所
定
の
振
込

公
園
庭
球
場

対
象
連
盟
の
加
盟
ク
ラ
　

用
紙
で

ブ
・
一
般
の
チ
ー
ム
（
各
三
組
一
チ
ー
　

黯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
小
倉

容
3
4
5

ム
）
　
種
目
男
女
ラ
ン
ク
別
　
ル
ー
ル
　

・
0
8
9
9

番

チャンネル

パソコン体験教室

秋
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ー・
青
少
年
教
室

※タイトルが色刷りのものは、市の主催です。

市役所の代表電話は……366-1111 番

代表FAX は……363-3200 番

(松戸市の市外局番は047 番です)

情報
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催

し

物

ご

み

ツ

ア

ー

（
清

掃

施

設

の

バ

ス

見

学

会

）

毎

月

第
二
水

曜
日

午
前
８

時
5
0
分

～
正

午
（
雨
天

決
行

）
　
コ

ー
ス
市
役

所
（
集

合
）
～
日

暮

ク
リ

ー
ン

セ
ン

タ

１
～

資
源

リ
サ

イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー
～

和

名

ケ
谷

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ

ー
～

市

役
所
（
解
散
）
　
大
正
市
内
在
住
の
人

（
乳
幼
児
の
参
加
は
不
可
）
定
員
先

着
二
十
人
二
十
人
以
上
の
団
体
は
別

途

申
し
込

み
可

。
申

し
込
み

が
十
人

以
下
の
場
合
は
中
止
）
　
費
用
無
料

氷
現
在

、
９
月

９
日

伽
と
1
0
月
1
4
日

水
分

を
受

け
付

け
中

惠

電

話
で

希
望
日

の
五
日

前
ま
で

に
、

清
掃
管
理
課
登
3
6
6
・
7
3
3
2
番
へ

松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ミ
ー
ゴ

チ

ャ
リ

テ

ィ

演

奏
会

９
月
６
日
㈲
正
午
～
午
後
３
時
3
0

分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
大
正
琴
・
声
楽

と
の
合
奏
ほ
か
　
費
用
無
料

問
松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ミ
ー
ゴ
・

佐
藤
登
3
8
5
・
3
2
5
5
番

松

戸
市

婦

人

グ

ル

ー

プ
展

（
合

同
作

品

展

）

９
月
１
日
天
～
６
日
㈲
、
午
前
1
0

時
～
午
後
６
時
（
１
日
は
午
後
１
時

か
ら
、
６
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　
内
容
ペ
ン
習
字

・
編
物
・
放
送
利
用
・
袋
物
・
折
り

紙
・
家
庭
グ
リ
ー
ラ
ン
グ
・
こ
ぎ
ん

刺
し
　
費
用
無
料

圜
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
容
3
6
6
・

7
4
6
2
番

松

戸
民

演
発

表

会

９
月
1
3
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
８

時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
内
容
秋

の
歌
謡
と
舞
踊
の
祭
典
　
費
用
無
料

圃
松
戸
民
演
連
盟
・
成
嶋
容
3
4
1
・
3

5
7
2
番

ま

つ

ど

母
親

大

会

９
月
６
日
㈲
午
後
２
時
4
5
分
～
４

時
3
0分

会

場
勤
労
会
館

内
容
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
　
費
用
五
百
円

（
保

育
あ
り
四
百
円
）

鬩
高
橋
公
3
8
8
・
8
6
3
6
番

松

戸

反

核

フ

ェ

ス
テ

ィ
バ

ル

８
月
3
0
日
㈲
午
後
0
時
3
0
分
～
午

後
３
時
3
0
分
会
場
市
民
劇
場
内

容
コ
ン
サ
ー
ト
・
被
爆
者
の
話
・
原

爆
写
真
展
示
ほ
か
　
費
用
八
百
円

鬨
核
兵
器
の
廃
絶
を
求
め
る
松
戸
反

核
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

加
賀
登
3
8
5
・
0
7
4
0
番

夏

の

ハ

ゼ

釣

り

大

会

８
月
3
0
日
収
午
前
６
時
松
戸
・
新

松

戸

・
新
八

柱
各

駅
集

合
　

会
場

江

戸
川
放
水
路
左
岸
費
用
小
・
中
学

生
五
百

円

・
一
般

八
百
円

※
仕
掛

け
講

習
会
（
無

料
）
を

、
８
月

2
9日

山
午

後
１

時

か
ら
女
性

セ

ン

タ
ー

ゆ
う
ま

つ
ど
で
行

い
ま

す

。

匣

電

話
で
松

戸
釣

り

ク
ラ

ブ
・
井

上

登
3
6
5
・
8
2
6
0
番
へ

福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
ー
i
n

ち

ば８
月
2
9
日
雨
午
後
0
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会

場
幕
張

メ
ッ
セ
国
際
会

議
場
二
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象
社
会
福
祉
施
設
等
へ
就
職
を
希

望
す
る
人
　
内
容
各
施
設
の
職
員
に

よ
る
個
別
面
談
　
費
用
無
料

圉
直
接
会
場
で

醫
千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
登
0
4
3

・
2
4
8
・
1
2
9
4
番

ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＆
一
日
体

験

入
団

９
月
５
日
山
午
後
４
時
～
５
時
3
0

分

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
コ
ー
ラ
ス
つ
て
な
あ
に
？
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
ほ
か
　
費
用
無

料題
と
き
わ
平
少
年
少
女
合
唱
団
・
加

藤
容
3
8
4
・
6
0
7
9
番

鳴

く

虫

の

展

覧

会

９
月
1
5
日
㈲
＝
2
7
日
㈲
午
前
９
時

～
午

後
５

時

会

場
パ
ー
ク
セ
ン

タ

ー
（
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
内
）
　
内
容

八
種
類
の
鳴
く
虫
と
写
真
展
費
用

無

料

醫

鳴
く
虫

友
の
会

都
区

内

支
部

・
朝

生
昔
3
6
2
・
2
5
6
4
番

新

東

京

航

空

地

方

気

象

台

見

学

会

９
月
2
0
日
㈲
①
午
前
1
0
時
～
正
午

②
午
後
１
時
～
３
時
定
員
各
五
十

人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圃

９
月

４
日
金
〔
必
着
〕
ま

で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電

話
番
号

・
学

校
名
ま

た

は
職
業

・

希
望
時
問
を
記
入
し
て
、
干
2
8
2
-
0

0
1
1
成
田
市
古
込
字
込
前
1
1
1

新
東
京
航
空
地
方
気
象
台
総
務
課
（
登

０
４
７
６
・
3
2・
6
5
5
0

番

）
へ

ミ

ュ

ー
ジ

カ

ル

で

元

気

に

な
ろ

う

９
月
５
日

出
午
後
３
時
～
４
時
（
午

後
２
時
3
0
分
開
場
）
　
会
場
矢
切
公

民
館
対
象
四
歳
以
上
　
内
容
劇
団

天
童
「
赤
ず
き
ん
」
　
定
員
先
着
百

人
費
用
無
料

軍
電
話
で
常
盤
平
児
童
福
祉
館
昔
3
8
7

・
3
3
2
0

番

（
月
曜

休
館

）
へ

発

声

と
歌

指

導

一
日

体

験

９
月
３
日
米
午
後
１
時
3
0分
～
３

時

会
場
サ
ロ
ン
ひ
ぐ
ら
し
　
費
用

千
円

（
飲
み
物
付
き
）

類
荒
＃
ａ
3
8
9
・
9
9
9
1
番

野

鳥

観

察
会

９
月
６
日
胖
午
前
８
時
松
戸
駅
東

ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後
１
時
現
地

解
散
（
雨
天
中
止
）
　
会
場
東
京
港

野
鳥
公
園

持
ち
物
筆
記
具
・
観
察

用
具
・
昼
食
な
ど
　
費
用
人
園
料
・

交
通
費
実
費

圜
剛
ま
っ
ど
街
と
水
辺
の
緑
化
基
金

登
3
4
5
・
9
8
4
6

番

自

分

で

で

き

る

家

具

の

修

理

①
９
月

６
日

㈲

②
９
月
1
3
日

㈲
③

９

月
1
5口

聡

、
各

午
前
1
0
時
～
正

午

会

場
ミ

ニ
リ
サ
イ

ク
ル

プ
ラ
ザ

内

容
予
キ
ズ
の
補
修
・
着
色
の
コ
ツ
ほ

か
②

む
し

れ
釘
穴

の
修
理

・
接

着
剤

の
使

い
分

け

ほ
か

③

金
物
取

り

替
え

と
調
整
ほ
か
　
対
象
十
八
歳
以
上
の

人
（
女
性
歓
迎
）
　
定
員
各
先
着
ニ
十

人
費
用
各
千
円
（
教
材
費
）

声
電

話
で

ミ
ニ
リ

サ
イ

ク
ル

プ

ラ
ザ

昔
3
6
8
・
5
3
7
1

番

へ

保
健
・
衛
生

ツ

ベ

ル

ク

リ

ン

反

応

・

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

の

救

済

ツ

ベ
ル
ク

リ
ン
反

応

＝
９

月
２

日

團

、
Ｂ

Ｃ
Ｇ

＝
９
月

４
日

糜
、
各

午

後
１

時
～

２

時
1
5分

会
場
中

央

保

健

セ
ン

タ

ー

匣

生
後

三
ヵ
月
以

上
四

歳
未

満
で
Ｂ

Ｃ

Ｇ
を
受

け

て
お
ら

ず
予

診
票

の
な

い
人

は
、
中

央
保
健

セ
ン

タ
ー

・
各

支
所

の
健
康
相

談
室
で
申
し
込

む
か
、

ハ
ガ
キ
に
左
記
（
図
１
）
の
要
領
で

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
2
松
戸

市

竹

ケ
花
七
四

の
三

松
戸

市
中

央
保

健
セ

ン
タ

ー
内

保

健
衛

生
課
予

防
衛

生
係

（
登
3
6
6
・
7
4
8
4

番

）

へ

※
生

後
三
ヵ

月
に

な
ら

な

い
と
受

け

ら

れ
ま
せ

ん
。

ハガキ記入要領愛
の
献
血
（
松
戸
市
献
血
推
進

協
議
会
）
　
　
　
　

可
ｆ
だ
厂

８
月
3
1日
囲
午

前
1
0時
～
1
0時
4
5

分
と
正
午
～
午
後

４
時
会
場
新
松

戸
駅
前

リ サイ クル 品 の 展示 と 配布 会

ミニリサイクルプラザでは、家庭で不

要となった品物の中からまだ使用できる

ものを修理して提供しています（申し込

み多数の品物は抽選）。

毎月第4日曜日午前9時 ～午後2時　 抽

選会午後2時から

を不用になった品物（家電製品一家具･自

転車･ 本 など）があれば電話でご連絡

ください。ご自宅まで取りに伺います。

醫
健
康
課
昔
3
6
6
・
7
4
8
7
番

－

Ｉ

Ｉ

Ｉ

東

松

戸

病

院

健
康

塾

９
月
1
0
日
米
午
後
２
時
～
３
時
3
0

分

会
場
東
松
戸
病
院

内
容
痴
ほ

う
症
と
は
ど
ん
な
病
気
　
講
師
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
袖
ケ
浦
菜
の
花

苑
」
施
設
長
・
星
哲
夫
氏
定
員
先

着
七
十
人
費
用
無
料

圉
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
福
祉
医

療
室

豊
3
9
1
・
5
5
0
0

番
へ

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

９
月
上
旬
に
、
平
成
1
0
年
６
月
１

日
～
７
月
3
1
日
生
ま
れ
の
人
に
予
防

接
種

の
通
知

を
し

ま
す

。
ま
た

、
左

記

（
表
Ｉ

）
に
該

当
す

る
人

は
、
申

し
込

み

が
必
要
で

す

の
で
、
中

央
保

健
セ

ン

タ
ー
・
各
支
所

の
市

民
健
康

相
談
室
で
申
し
込
む
か
、
ハ
ガ
キ
に

左
記
（
図

２
）
の
要

領
で
記

人
し

て
、

〒
2
7
1
-
0
0
7
2
松
戸
市
竹
ケ
花
七

四
の
三
松
戸
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

内
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
(
3
6
6
　
･

7
4
8
4

番

）

へ

※
生
後
三
ヵ

月

に
な

ら
な

い
と
受

け

ら

れ
ま
せ

ん
。

ハガ キ記入要領

ホ

ー
ム
ヘ
ル

パ

ー
養
成
研

修

三

級

課
程

）

1
0
月
1
4
日
團
～
1
1
月
2
0
日
窗
の
毎

週
二
回
〔
令
十
一
回
〕
　
会
場
東
葛

飾
合
同
庁
舎
ほ
か
　
対
象
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
従
事
を
希
望

す
る
人

定
員
五
十
五
人

（
抽
選
）

費
用
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
）

圃
９
月
1
4
日
聞
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
・
職
業
・
電
話
番
号
・
返

信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-

8
5
6
0
松
戸
市
小
根
本
七
千
葉
県

東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
（
昔
3
6
1
・

4
0
7
7
番
）
へ

食

生

活

講
座

日　時 内　　　 容

9/4窗

｜
健康と食生活について( お話)/スピ ード料理( 実習)

11銜
家族そろって生活習慣病を予防しよう（お話片野菜を

いっぱい食べよう（実習）

18窗

25銜

成長期のための食生活（お話）/カルシウムを上手

に取ろう（実習）

健康づくりと運動・休養について（お話）/手軽に

できるヨガ（実技）

会場中央保健センター　定員先着30人　対象本講座を初めて受ける人

摺ミニリサイクルプラザS368-5371 番

費用無料

匣電話で中央保健センターS366-7489 番へ

(ぴ平成10年６月１日～7月31日生まれ

で８月１５日以降に住民登録をした人

②予診票を持つていない下記の人

7歳6 ヵ月末満の人

○ツベルクリン反応 ・BCG=3 ヵ 月以上

4歳未満で接種をしていない人

○ポリオ＝3 ヵ月以 上7 歳6 ヵ月未満で2

回飲んでいない人　．

０ＤＰＴ＝３ヵ月以上7歳6ヵ月末満で4

回接種していない人

○麻しん＝１歳以上7 歳6ヵ 月未満で接

種をしていない人

〇風しん＝1 歳以上7 歳6 ヵ月末満で接種

をしていない人

Ｏ日 本脳炎＝3 歳以上7 歳6 ヵ月未満で3

回接種し ていない人

小 ・中学生

○日本脳炎第2 期＝小学4 年以上13 歳未

満の人で1度も追加接種をしていない人

○日本脳炎第3期＝中学2年以上16歳未

満の人で1度も追加接種をしていない人

ＯＤＴ第2 期＝小学6 年以 上13 歳末満の

人で追加接種をしていない人

Ｏ風しん＝中学2 年以上16 歳末満で接種

をしていない人

動
物
は
正
し
い
し
つ
け
と
マ
ナ
ー
で

フ
ン
の
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す

圃
環
境
管
理
課
公
3
6
6
・
7
3
3
6
番

○
譲
り
ま
す

〔
家
真

〕
食

器
棚

無
料

・
五
千
円

◆
洋

服

た

ん
す
五
千

円
◆

押
入

れ
用

一
段

引

き
出

し
無

料
◆

カ
ラ

ー
ボ

ッ
ク
ス

五

点

セ
ッ
ト

無
料
◆

ダ
イ

ニ

ン

グ
テ

ー

ブ
ル
無
料
◆

三

人
掛

け
ソ

フ
ァ

ー

万

円

〔
電
気
用
品
掃
除
機
無
料
廴
（
百
円

◆
照
明
器
具
和
室
用
千
五
百
円
・
洋

室

用
千

五
百
円

◆

ス
テ
レ

オ

セ
ッ
ト

三

千
円
◆

電

気

カ
ミ
ソ

リ
三
千

円
◆

空

気

清
浄
機
二

千
円

◆

冷
温
風

機
無

料

◆
コ

ピ

ー
機
無

料
◆
電

話
機
千

二

百

円
◆

電
子
レ

ン

ジ
無

料
◆

パ
ン
焼

き
機
無
料

◆
ニ

ド

ア
冷

蔵
庫
千

円
◆

ワ
ー

プ
ロ
二
千

円

〔
子

供
用

品
〕
チ

ャ
イ

ル

ド
カ

ー
シ

ー

ト
無
料
・
五
千
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ

ー
二

千
円

・
五

千
円
◆

三

輪
車
千

五

百
円
・
五
千
円
◆
幼
児
用
手
押
し
車

四
百
円
・
千
円
◆
調
温
ポ
ッ
ト
三
千

円
◆

ベ
ビ

ー
キ
ャ

リ

ー
四

千
円
◆

電

動

搾
乳
機

千
五

百
円
◆

お

ん

ぶ
だ

っ

こ

ひ
も

八
百
円
◆

マ
マ
コ

ー
ト
千

円

◆

Ａ
型

ベ
ビ

ー
カ

ー
無
料
◆

ベ
ビ

ー

バ
ス
無
料
◆
室
内
用
滑
り
台
付
き
ジ

ャ
ン

グ
ル
ジ

ム
一
。千

五
百

円

〔
ス
ポ
ー
ツ

用
品

・
楽
器
〕
ト
レ

ー
ニ

ン

グ
マ
シ
ン
二

千
円
◆

ラ
グ

ビ

ー
用

タ

ッ
ク
ル

ダ
ミ

ー
無
料
◆

腹
筋

台
千

円

◆
琴

無
料

△

万

円
◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン
無

料

〔
Ｒ
用
雑
貨
〕
水
槽
無
料
・
千
円
◆
大

人

用
紙

お
む

つ

（
サ
イ

ズ
Ｍ
）

千
五

百

円
◆

手
拭

い
・
ふ
き

ん
セ

ッ
ト
各

二

十
枚

千
五

百
円
◆

マ
ー

ジ
ャ
ン
卓

（
板

の
み

）
五
百
円

◆

収
納

ケ
ー
ス

無

料
◆

ピ

ラ
ニ
ア

の
剥

製
二
千

五

白
円

◆

油
絵

セ

ッ
ト
三

千
円
◆

ス

キ

ー
キ

ャ
リ

ア
二
千

円
◆

ペ
ッ
ト
サ

ー

ク
ル

千

円

圃
８
月
2
7
日
米
〔
当
日
消
印
有
効
〕
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
に
希
望
品
名
（
品
物

一
点
に
つ
き
一
人
一
枚
）
　
・
価
格
・

住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

（
昼

間

お

勤
め

の
人

は
勤
め

先

の
電
話
番

号

）

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松

戸
市
小
根
本
七
の
八
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松

戸
第
ニ
ヒ
ル
松
戸
市
消
費
生
活
課
消

費
生
活
係
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
初
め
に
抽
選
し

当
選
者
に
連
絡
し
ま
す
。
紹
介
後

は
自
主
交
渉
に
な
り
ま
す
。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
８
月
2
7

凵
宋
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
一
人
三
点
ま
で
）
。
９
月

2
5口
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品

・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

圃
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
登
3
6
6
・

7
3
2
9
番

リ
サ
イ

クル

広
場

使
え

る
もの

を捨
て

る
前
に
リサ
イ

ク
ル

広
場へ



広報まつど1998 年(平成10年)8月25日

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝

期　日 内　　 ．容 開演時間 問い合わせ先

8/28 銜 健康カラオケ発表会 18 : 00 冨永くに子　　　　　　S341-3623 番

29 圉 ピ アノ発表会 14:00 藤木けい子　　　　　　S343-5978番

9/ 4 銜
松戸市男女共同参画プラン

策定記念市民フォーラム
13 : 00 女性センター　　　　　S364-8778 番

5圉 世界ふれあいコンサートⅡ 14 : 00 胴松戸市国際交流協会　S366一7310番

6(日)ピ アノ発表会 13 : 30 鵜 飼瑠美子　　　　　　H342-9968 番

10 ㈲ 経済講演会 14：00 石橋進　　　　　　　　a362 ―1221 番

15 ㈹ ピ アノ発表会 13:00 渡辺幸恵　　　　　　　 ≪367 ー1337 番

19 圉 中高生英語スピーチコンテスト 13 : 00 厠松戸市国際交流協会　S366-7310 番

23 竭 ピ アノ定期演奏会 10:00 ナカヤ楽器店　　　　　Q368-3333 番

※月曜日は休館

＼ 期　　　間 内　　　容

展9/ 8㈹～13(日) ｢農とふれあう作品展Ｊ　 ＪＡ女性部
一
示　15竕～27） 「鳴く虫の展覧会」　朝生憲氏

ウ9/ 6(臼午後3時～4時 季節のみどころ歩き　講師パークセンター職員

じ ，12 比午前10 時～11 時30 分 昆虫ウォッチング　講師自然解説員・前園泰徳氏

チ
ン
グ

27(日)午前10 時～11 時30 分 野草ウォッチング　講師自然解説員・川端祥子氏

圃当日パークセンターで　定員先着25 人　費用無料　 ※雨天中止

相

談

毎週水・土・日曜日と祝日、午前
10時～正午と午後1時～3 時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談

(電話でも受け付けます)

開館時間…午前9 時～午後4時30 分　※月曜日は休館

期　　間 内　　　　　容

9/27(1日)まで
徳川慶喜と写真

徳川慶喜ば、幕末の時期から写真に深い関心を寄せ、数々の写真を撮

影させました。明治になると、アマチュアカメラマンとして自ら貴重な

写真を撮影しています。慶喜の肖像写真も初公開しています。

入館時間…午前９時30 分～午後4 時30 分（月曜日は休館。ただし、祝日は開館し翌日休館）

入館料…一般60 円、高大学生40 円 、小中学生20 円

※毎月第２･４土曜日は小中学生の観覧は無料です。

松戸駅市民ギャラリー
期間 9/3W まで 9/4 銜～17 團 呂‥‥　 ‥’ 9/18c ～10/1(*)

東
無農薬農作物写真展
鬩中井a348 ―3656 番

菊地健蔵個人展
圜菊地E384-0739 番

吉永早苗トールペインティング作品展
鬨吉永昔367 ー7897 番

西
華墨会水墨画展
固布目登343－7430番

厂ホワイト・マット」淡彩画展

鬩菊地S384-0739 番

陶 磁器の日常雑器発表展

間三浦S343-4712 番

期　間 内　　　　容 問い合わせ先

8/30 ⑤まで レンガの会スケッチ展 レンガの会　　　　　　　　S362-6576 番

9/ 1 因～6( 日) 松戸市婦人グループ展 市教育委員会社会教育課　　Q366 ―7462 番

11 窗～13 村 松戸市小中学校理科作品展 市教育委員会指導課　　　　Q366 ―7458 番

17 困～20 Ｈ 書嶽社展 書嶽社　　　　　　　 昔0471-72-3797 番

22 ㈹～27 日 陶芸クラブ清窯会作品展 清窯会　　　　　　　　　　 ≪341  ― 1434 番

22 因～27 総 萌樹会第7回展 萌樹会　　　　　　　　　　Q364-9786番

22 ㈹～27 絲 リアリズム写真展 JRP 松戸支部　　　　　　　o345-7287 番

開館時間…午前10 時～午後6時　 ※月曜日は休館

期　　 間 口I ｀’　　　　　　　 内　　 、　 容　　　　　　　 ；　 ’ ｀

9/1W) ～30 因午後1 時15

分・3時15分から上映

(土･日･ 祝日は午前11 時

からも上映)

ハイビジョン映像｢ ハイビジョンで見る古代史の謎｣〈上映時間30 分〉

10 月｢ 小さな旅／秋･ 喜びの色満ちる一新潟県 小千谷市｣く上映時

間28 分〉　会場講堂　観覧無料
※特別講演会開催のため、9/2300 ・27(日)の午後1時15 分からの上

映は中止にします。

9/2380まで
館蔵資料展「新収蔵資料展」　内容開館以来収集した館蔵資料を

展示公開します　会場企画展示室　費用無料

9/16 ～11/18 の毎週水曜

日、各午前10時30分～正

午〔連続10回〕

古文書を読む[ 近世中級編]　 内容経験者を対象に,近世の文献を
解読　講師渡邉一郎氏( 筑 波大学名誉教授)　 定員30 人( 抽選)

費用3,000 円程度( テキスト代)
兩9/4銜〔必着〕までに、往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号を記入し

て了27O －2252 松戸市千駄堀671 市立博物館｢ 古文書を読む] 係へ

9/23(81・27([])、各午後

1時30 分～3 時

特別講演会｢ 最新海外考古事情Ⅱ｣

9/23｢ 湾岸地域の考古学｣ 講師後藤健氏( 東京国立博物館東洋課) 、
27｢ エジプトの考古学｣ 講師高宮いづみ氏(早稲田大学文学部)

会場講堂　定員80 人(抽選) 費用無料
B9/11R 〔必着〕までに､ 往復ハガ牛に住所・氏名・電話番号・希望

講演名を記入して，〒270-2252 松戸市千駄堀671 市立博物館｢特
別講演会｣ｲ系へ

休館日月曜日( 祝日は開館し、翌日休館) ・第4 金曜日・年末年始(12/28 ～1/4) 開館時間
午前9 聘30 分～午後5 時(入館は午後4 時30 分まで) 常設展観覧料一般300 円(240 円)・高

大学生150 円(100 円)・小中学生100 円(60円)(　)は20 人以上の団体料金

※毎月第2 ・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。
ガイドツアー(展示解説)…毎日午前10 時･ 午後2 時から30 分間(参加者は観覧料が必要です)

＼ 期日 内　容（☆印は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ

｜ル

9/12出

13(日)

森の親子コンサート　　　　　　　☆ 14 : 00
手をつなぐ女性の会 一倉持

0348-957O 番

松戸民演第19回発表会 10 : 00 松戸民演連盟 一成嶋0341-3572 番

15R5
劇団四季のファミリーミュージカル
｢エルリツク・コスモスの239 時間｣☆

グループサウンズ・カーニバルVol.Ⅱ☆

15 : 00
劇団四季予約センター

S0120-489-444 番

19(土) 18 : 00 労音東葛センター　Q365-9911 番

20(日)
ＪＡＺＺライヴ
ﾈｲｻﾝ･ﾃﾞｲｳﾞｨｽ(ｻｯｸｽ)ｾｸｽﾃｯﾄ☆

17:00 隙 公戸市文化振興財団O384-5050 番

小

ホ
｜ル

8/29《汢)ピアノと歌の発表会 12 : 30 錦織貴子　　　　S388-5750 番

9/ 6(日)二十世紀が丘音楽教室発表会 14:30
二十世紀が丘音楽教室・田嶋

Q367-3574 番

12倒＿

13(日)

第24回尺八演奏会 17:30 尺八苔山会・佐々木Q385-815番

音楽発表会 14 : 00 塩谷伸志子　　　 昔388 一9496 番

19(土)親子まんがまつリ　　　　　　　　☆
-一一

第16 回秋の歌謡音楽祭

14 : 30 関東映画社　S0492 ―95―0737 番

20(日) 9:30
松戸市民カラオケ歌謡協会事務局

Q368-8640 番

23 森の室内楽シリーズ
厂管楽合奏は楽しい会7 」　　　　 ☆

14:00 翊松戸市文化振興財団O384-5050番

25 銜 津軽三味線演奏会　高橋竹童　　☆
－

19 : 00 労音東葛センター　Q365-9911番

森のホール21チケットセンター
チケットガイド

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 羈 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 嵳

交通事故
月～金曜日

午前9時～午後5時
市民相談室 ※

市

金
民

銭 相
聞 談
題 室
融

談　．
直 ７

び ３

覗

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時 市役所相談

コーナー　馬橋支所市政･一般 午前8時30分～午後5時 7(月)

1 六実支所

小金支所
法律相談

(予約制)

毎週月･火･木曜日 午後1時～5時

市

役所相談
コ
j-

1
第1月曜日 午前9時～正午

2團 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 2冰） 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 3沐） |小金原市民ｾﾝﾀｰ

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(B363-6278 番)でも行っています。

住宅相談 毎週水曜日 ゛午前10時～午後4時 心

配

ご

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

TI

ダ

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 7(月) 馬橋支所

1 六 実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

1 小金支所
労働相談 第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
2啝・16氷 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(B361-4089 番)でも行っていますo
2團 ・16 冰)
一一‥ 一一3沐)・17 沐)

新松戸市民ｾﾝﾀ 一

巡

回

年

金

相

談

1

午前10時～午後3時

常盤平支所 囗

川

手↓

小金原市民ｾﾝﾀｰ

4蚩 小 金 支 所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性センタ ー

( 相 談 室直通)

S363-0505 番

8火 小金原支所 第2～第4木曜日

11(£) 馬 橋支所 第1木曜日 午後2時～8時

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～午後4時
18脂 六 実支 所

女性パート

労 働 相 談 収
午後1時30分～

午後4時30分
女 性センタ ー
Q364-8778 番22㈹ 新松戸支所

25面 矢切 支 所 就学相談( 予約制)
月～金曜日

午前9時～正午・
午後1時30分～
4時30分

教 育 研 究 所
Q366-7461 番29 ㈹ 東 部 支所 教育相談( 予約制)

消費生活

相談

月～金曜日 午前9時～午後4時
消費生活ｾﾝﾀｰ
昔365-6565 番

青少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年センタ ー

0363-7867 番

育 児 相談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北松戸保育所
4S367 ―4646番

青少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年センタ ー

Q366-7464 番

※住宅課fi366-7366 番、商工観光課S366-7327 番

救急医療体制
お気軽にご相談＜ださい　９月の相談あんない

文化ホールギャラリー

戸定歴史館

森のホール21

21 世紀の森と広場パークセンター

市民会館改修工事のため下記の期間は休館となります

ホール棟…10 月31 日出 まで（利用受け付けは、平常どおリ行います）

松戸市の市外局番は０４７番です。

博物館 384-8181市民会館 368-12

37

市民劇場 368-0

070

345-8900

362-20

50

市社会教育課366-

7462

367-7810:

建康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

……O366-0010 番

平日 午後4 時30 分～翌日午前9E時

休日と土曜午前9時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所･･0368-3756 番

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

……O365-3430 番

衛生会館内　午後８時～11 時

※相談はすべて無料です。

会場・森のホール21
取扱時間　午前10 畤～午後7 時　≪384 ―3331 番（月曜日は休館）

期 日 内 ｀ヽ 容 開演時間/会場 料　　金

9/20⑧
ＵＡＺＺライヴ

ネイサ
ン・デイヴィス(サックス)､カーティス・フ

ラー(トロンボーン)､クリヤマコト(ﾋﾟｱﾉ) ほか

午後5時

大ホール

全指定席
4,000円

23 吩

｢管楽合奏は楽しい会7｣
モーツァルト／セレナーデ第11 番
ダンツィ／管楽五重奏曲卜長調ほか
(指揮者による解説があります)

午後2時

小ホール

全自由席

前売　2,000
円

当日　2,200 円
高校生以下半額

10/ 9銜

チェコ・フィルハーモニー管弦楽団

(指揮：アシュケナージ)
モーツァルト／交響曲第38番「プラハ｣

マーラー／交響曲第5 番

午後7時

大ホール

SS席12,000円

Ｓ席10,000 円(学)
Ａ席8,000 円
Ｂ席6,000 円

各託児サービス（有料・要予約）があります。詳細はお問い合わせください。

（学）印には学生割引があります（森のホールチケットセンターのみ取り扱い）。

384-5050
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